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Ⅰ．はじめに

　昨年（2023年）度の成熟社会研究所の紀要では，
アーティストの Sachi Takekoshiこと Happyちゃんが
創出したMOMEDが，アクティブラーニング（以降
AL）の一つの理想の形であると実感したため，その
MOMEDを ALにどのように組み込んでいけるかを
探ってみたⅰ。MOMEDとは，音楽に合わせて簡単な
動き（MOVE）をつけて，Happyちゃんが曲ごとに込
めた意図のエネルギーを身体で体験し，心を開放する
ことができる踊りであるⅱ。
　その後，2014年 2月には，教員のためのMOMED

が開催され，多くの教員が全国から集まった。また，
この 1年MOMEDは様々なバリエーションが生まれ，
更に多くの人達に伝わり，そして変化がもたらされ
た。MOMEDは今も進化し続けてきている。
　本研究ノートでは，この 1年の MOMEDの進化
を概観した上で，保育園から高校それぞれの現場
で MOMEDをどのように取り入れたかを調査し，
MOMEDの教育現場で可能性について考察してみる
ことにする。

Ⅱ．この 1年のMOMEDの進化

　2025年 2月現在，MOMEDは 30作品にもなった。
図 1のようにMOMEDの多くの作品のMOVEを動画
で紹介しているサイトなども SNS上に数多く立ち上
がっている。ここでは，この 1年のMOMEDの進化
について教育現場での活用という視点で整理してみ
る。
　まず，2024年 2月 10日に，教員のためのMOMED

のワークショップが東京のシーバンスホールで開催
された。そこには全国から 100名の教員が集まった。
図 2のようにインスタでの募集があり，あっという
間に定員になった。案内文には，Happyちゃんがこ

れまで数カ月間教育現場にMOMED訪問をした中で，
MOMEDやその信念を伝えていくのは現場にいる教
員だが，その立場上生徒の前では解放しきれないと感
じ，だからこそ教員の人達向けに，Happyちゃんから
発せられるエネルギー，場を作るパワーを生で感じ
て，それを学校に持ち帰り，現場にいる他の先生や
生徒たちに伝えていってほしいという思いでこの会
を開催するに至ったということが書かれてあったⅲ。
当日は，筆者も参加した。「青と夏」（Mrs. GREEN 

APPLE）のMOMEDがその場で創り上げられた。参
加者一同で新しいMOMEDの誕生の瞬間を目撃する
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図 1　MOMEDTVⅳによるMOMEDの解説動画

図 2　インスタでの教員のためのMOMEDの募集
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ことになった。また教員同士の横のつながりを持つ機
会にもなった。そして Happyちゃんからは，教員へ
のエールが送られた。
　2024年 5月 14日～ 16日には，3日間にわたる
MOMED FES 2024という大きなイベントが，横浜ぴ
あアリーナMMで開催された。観客も含む会場全体
7000人でMOMED（図 3）や瞑想を行うことにとど
まらず，踊りや歌，ファッションショーなど，Happy

ちゃんのコミュニティに属している人々を中心に 300

人ほどの素人が舞台にあがる機会が設けられた。

　MOMED FESに向けて，舞台にあがるメンバー向
けに，何度かの合同合宿が開催された。合宿での練習
中に転んでけがをしてしまう人も出てきたことをきっ
かけに，舞台にあがってもしっかり地に足をつけてい
られるように丹田ワークが導入された。丹田ワークと
は，「“丹田を育てる”を合言葉に上丹田（松果体），
中丹田（胸），下丹田（へそ下）と天地がつながった
自分の中心軸を持って生きること」と，アートセラ
ピストの Namiko Kamitsujiはブログで述べているⅴ。
Happyちゃんは物事の動作を始める前に，丹田ワーク
をすることで，自分の存在とのつながりを思い出すこ
とができ，余分なエネルギーを使う必要がなく，行動
量も少なくてすむと語っている。
　Happyちゃんが，自身のコミュニティの LIVE配信
で丹田ワークを続けているうちにMOMED礼法が誕
生した。2024年 5月 25日のことである。正座をして
丹田ワークをしながら，背骨を意識して，息を吐くと
同時におじぎをし，吸うと同時に起き上がってくると
いう動作を繰り返す。その数日後，立ち上がる動作
も加わり，MOMED礼法は完成した。MOMED礼法
の解説動画（図 4）で，Happyちゃんは「MOMED礼
法は，身体に無理をさせるのではなく，呼吸の流れ

で繰り返し動作を続けていくものである。呼吸とは
全ての始まりを動かしている大いなる命の流れであ
り，（MOMED礼法は）自分の中の命の流れを感じる
ことができる瞬間である。すなわちそれは，あなたの
本質的な部分にタッチできる瞬間である。そのことを
MOMED礼法の意図として動きに入れている。だか
ら，続けていくとマインドが静かになっていく。現代
人の情報過多による思考の鳴りやまない声を止めるこ
とができる。そして，思考は身体が実現したいことを
サポートする役割を担うようになる」と語っている。
MOMED礼法誕生以来，多くの人達が日常に取り入
れており，結果として，「望み通りの職場に就職でき
た」，「メンタルを簡単に落ち着かせる方法を見つけ
た」，「生きやすくなった」など，SNS上に多数の声
があがっているⅵ。

　MOMED礼法と時を同じくしてMOMED ONEも誕
生した。これは，MOMED FESに向けての合宿中に
実施された「チーム全体のつながりを意識するための
ワーク」にその原型がある。MOMED ONEは，他者
を感じ，一なる存在となり一体となって動きをとる
ものである。これまでのMOMEDは，基本的に一人
での動きであったが，MOMED ONEは，「自分の真ん
中を感じながら，リラックスして身体に全てを委ね
る」ことで，「自分ひとりではいけない場所へ，多馬
力の力を借りて最大能力を発揮することができる」と
Happyちゃんは語っているⅷ。実際に筆者も，これま
でに二回MOMED ONEを体験した。そのうち，2024

年 7月 4日に東京体育館で開催されたMOMED ONE

には，1000人近い人が集まった。3時間にわたるプ
ログラムであり，前半は，丹田ワーク，MOMED礼
法，瞑想，他者を感じながら歩くといったことが行
われ，後半で「すずめの戸締り」（RADWIMPS）での
MOMED ONEを参加者全員で行った（図 5）。その日
初めて出逢った大勢の人達とたった数時間で一つの作

図 3　 MOMED FES 2024で会場全体でMOMEDをしている
様子＠横浜ぴあアリーナMM

図 4　MOMED礼法解説の動画ⅶ

2 成熟社会研究所紀要　第 9号



品を創り上げることができることに，筆者を含め一同
驚きを隠せなかった。体感として，個が解けて全体が
一つになるという感覚であり，終わった後までその
余韻は残り心地良かった。終了後には，参加者から，
「人とのつながりの感覚を感じることができた」，「大
勢いても静寂な時間を味わうことができた」，「他のた
くさんの人の人生を感じることができた」，「まった
く疲れを感じなかった」などの声があがった。また，
見学していた人からは「まるで一つの生きもののよ
うだった」という感想もあがった。Happyちゃんは，
「丹田ワークで体感をおこし，MOMED礼法でマイン
ドを静かにした上でのMOMED ONEがとても効果的
であった」と述べた。

Ⅲ．教員へのアンケート調査と回答結果

　このように進化をし続けているMOMEDであるが，
教育現場では，MOMEDをどのように活用されたの
であろうか？教員のためのMOMEDに集まった人達
はどんな実践をしたのだろうか？それを調査するため
に，アンケートを実施した。

（1）アンケート調査の内容

　2023年の 12月に立ち上がった「全国の学校に
MOMEDを！作成会議チーム＆教員MOMED」とい
う LINEのオープンチャットに，2025年 1月 24日に，
図 6の通り，アンケートの依頼の呼びかけをした。

　Googleフォームで作成したアンケートの項目は以
下の通りである。
　・年齢
　・性別
　・教員歴
　・所属する教育機関
　・ Happyちゃん主催の THE ALONESSのコミュニ

ティ所属の有無
　・MOMEDの実践の有無
　〈実践有の場合〉
　・Happyちゃんが来校しての実践か否か
　・何年生に対して
　・実施した科目
　・実施してみて，工夫した点や苦労した点
　・実践した時期
　・何人に対して
　・どんなMOMEDを，どのように実践したか
　・実践しての気づき，生徒達やご自身の変化や効果
　〈実践無の場合〉
　・現場でMOMEDを実践してみたいか否か
　・実践したい場合，どのように？
　・実践したくない場合，どうして？

（2）アンケート結果

　アンケートには 8名の回答があり，結果は以下の通
りとなった。
　まず，年齢に関しては，40代 3名，50代以上 2名，
30代が 1名であった（図 7）。性別は，1名男性で 7

名が女性だった（図 8）。教員歴は，10年以上 20年
未満が 5名と一番多く，5年以上 10年未満，20年以
上 30年未満，30年以上 40年未満がそれぞれ 1名ず

図 5　MOMED ONE＠東京体育館ⅸ

図 6　 教員向けのMOMEDに関するアンケート調査の 
依頼文
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つだった（図 9）。次に，所属する期間は，小学校が
4名で，高校が 1名，療育，小規模保育室もそれぞれ
1名ずつだった（図 10）。Happyちゃん主催のコミュ
ニティである THE ALONESSには全員が入っていた
（図 11）。それぞれの教育現場でのMOMEDの実践を
しているのが 5名で，3名はしていなかった（図 12）。
そして，Happyちゃんが来校してのMOMEDの実践
は 1名のみだった（図 13）。
　また，実施した対象は，幼児年少～年長から，小
学校 2年生～ 6年生，高校 1年生と幅広かった。次

図 7　アンケート結果（年齢）

図 10　アンケート結果（所属する教育機関）

図 11　 アンケート結果（THE ALONESSのコミュニティ 
所属の有無）

図 12　アンケート結果（MOMEDの実践の有無）

図 13　アンケート結果（Happyちゃんが来校しての実践？）

図 8　アンケート結果（性別）

図 9　アンケート結果（教員歴）
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に，実施した科目としては，家庭科，総合的な学習の
時間，体育，運動会などだった。実施した時期に関し
ては，「高齢者の単元の授業」（高校家庭科），「雨の日
で体を動かしたい時」，「ハッピーちゃんの学校訪問の
2024年の 1月と 2月と，それ以前の 2週間ほど」（小
学校音楽），「ゴールデンウィーク明けから 6月の中旬
まで」（小学校運動会）であった。対象人数は，保育
コースの 12名から学年合同の 200名と幅広かった。
　「どんな MOMEDを，どのように実践されまし
たか？」という質問に対しては，通常の MOMED，
MOMED体操の他に，以下のような回答も得た。
·　 ふるさとのMOMED高齢者の授業の中で行った。

MOMEDとは紹介せずに高齢者についての学習
に入る際に自分ごととして捉え，より身近に，親
しみを持って学ぶ土台づくり（感覚づくり）とし
て取り入れた。わたしの祖母（96歳）の生い立
ちと背景を紹介した後，みんなも高齢者になった
らと想像してここをデイケアに来ていると思って
踊ってみよう。曲を一度聴いて歌詞と振りを説明
し，みんなで歌い踊る。その後，高齢者の理解を
深める学習へと入っていった。

·　 MOMED体操，アフリカンダンスを導入にし
て「FROM NOW ON」「THIS IS ME」「NEVER 

ENOUGH」の順番で 3部作をしました。
　更に，「実践してみて，工夫した点や苦労した点が
あれば教えてください。」という質問に対して，高校
の家庭科での授業の実践では，「授業の流れに自然に
取り入れること（MOMEDという名はだしていませ
ん） 個人の考えの押し付けにならないように授業を組
み立てること」との回答があった。また，小学校の運
動会での実践では，「子どもたちがMOMEDを通して
こんな姿になって欲しいという意図設定を立ててそ
の意図を関わる先生たちがわかるように説明しまし
た。そこから，子どもたちには体を動かすことが楽
しいことを知ってもらうためにアフリカンダンスと
MOMED体操を導入にして動きの意図を伝えました。
苦労したのは，MOMEDをどうしても運動会仕様に
しなければいけなかったことです。持ち時間があるた
めその中でできるようにしなければいけませんでし
た」との回答があった。他にも，体育の授業で，一曲
全てを使う勇気はなかったので一部を使ったという回
答もあった。
　次に，「MOMEDを実践され，気づき，生徒達やご
自身の変化や効果など，教えてください。」という質
問に対しては，以下のような回答があった。

·　 MOMED自体の感想ではないかもしれませんが。
みんなで高齢者になりきってやることでどんな風
に歳をとりたいか，学習内容に対して優しさや自
分ごととしての感想がみられた。祖父母に会えて
ない子は，会いたくなったし，話しを聞いたり，
その人との時間を大事にしたいと答えていた。
（高校 1年）

·　 普段大人しい，言うことを聞いてくれる子ほど，
発散していた。暴れん坊ほど，途中で座り込んだ
りやめていった。（保育園）

·　 子供達が，一人一人が人生の主人公なんだと実感
できたようです。また，人と比べることなく，思
いっきり表現する楽しさや，自分は自分のままで
良いという安心感や，自己肯定感が上がったと感
じます。（小学 3年～ 6年）

·　 先生たちにもやってもらいたかったけれど，巻き
込めなかったが，MOMEDをみて，子どもたち
のエネルギーに影響を受けた大人たちは感動して
どうやって指導したのか話を聴きに来てくれまし
た。その中で，子どもたちの動きを見て意図を理
解できた大人が全員ではないことも感じたのでこ
ちらからの発信や共有はもっと必要だと思いまし
た。合わせて，MOMEDを継続することができ
なかったので取り組みとしてはそこまでになって
しまって勿体なさが残ります。（小学 3年，4年）

·　 意図を説明しているとき，自分が楽しくなりまし
た。自分が教員として教えたいことだと思いまし
た。教室で繰り返し，リラックスして流すときに
1番効果を感じました。（小学 2年）

　一方，これまでMOMEDを実践したことのないと
いう人の中では，今後，「総合的探求の時間のワーク
ショップとしてやってみたい」あるいは「ライブで感
じた周波数を変えて行く体感を子どもたちにも実感し
てほしいと思います」という意見もあった。

Ⅳ．MOMED実践者への電話インタビュー

　アンケートの回答者のうち，3名が電話インタ
ビューに応じてくれた。いずれも東京で開催された教
員MOMED（前述）の参加者だった。

（1）福岡の小学校教諭（専任）

　MOMEDをすることで，子供達が人の顔色をうか
がうことなく本質を見せてくれるし，子供達を本気
にさせることもできる。担任をしている 4年生 10歳
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は，節目の年でもある。だから，「本当の自分をみつ
めて，これからを生きていこう」という意図をこめ
て，「THIS IS ME」のMOMEDを選んだ。そして「本
当に自分がやりたいこと」，「感じたいこと」，「好きな
こと」は何かということに気づいてもらいたいと思っ
た。また英語の勉強もかねて，このMOMEDにした。
運動会で導入したため，準備を含めて一か月以上取り
組んだので，Happyちゃんに来てもらってのMOMED

を受け入れる土壌はできあがっている。
　しかしながら，日常的にMOMEDを導入するのは
難しい。運動会の準備期間中は，身体を動かすエクサ
サイズとして昼休みに，他のクラスの生徒も一緒に
やっていたが，運動会が終わった後は，それを継続す
ることは，余裕がなくできていない。
　また，教育現場の根底で，教員達が本音を見せるこ
とができず，教員達が疲弊してしまっているのが大き
な問題である。どうしても，先生モードになってし
まうと本音とずれてしまう。東京で開催された教員
MOMEDの意図がそうだったように，教員達で，「私
は最強」などのMOMEDをやり，皆でエネルギーを
まわし，大人が輝く姿を見せることが，子供達にとっ
て何よりの学びになると思う。教員の中には，運動
会での生徒達のMOMEDを見て，「あのダンスがすご
かった」と感じてくれた人もいたので，MOMEDに
関心をもってくれている教員も少なくないはずであ
る。
　また，運動会という保護者も見てくれる場であっ
たので，事前にMOMEDについて伝えておければ良
かったという反省点もある。教頭もMOMEDに理解
があるので，MOMEDのモデル校になりたいと思っ
ている。今月（2025年 2月）に体育の授業参観があ
るので，子供が親にMOMEDを教えて親子で一緒に
MOMEDをする授業にしたいと思っている。また，
来年度の運動会でもMOMEDを取り入れたいと思っ
ている。

（2）福岡の高校教諭（非常勤・家庭科）

　教員 MOMEDに参加して，情熱をもっている多
くの教員との出逢いもあり，とても感動したので，
MOMEDの実践をしてみたいと思った。
　担当している家庭科の中でどうやって授業に落と
し込めば良いか試行錯誤をした。今の家庭科は，「人
生 100年時代をどう生きるか」というのも大きなテー
マとなっている。そのために，家族の中の自分，社会
の中の自分といった自分を知ることや，心を豊かにす

ること，自立のための衣食住，あるいは保育であると
か，高齢者のケアなども含まれている。所属する高校
（女子高）には保育コースがあり，その中の高齢者の
単元がある。あこがれの存在をつくることも大切であ
り，自分もいずれそうなるのだから，自分事としてと
らえてほしいと思った。そのために，「ふるさと」の
MOMEDを導入した。自分の 95歳になる祖母の生い
立ちについてもふれた。そして，生徒達のおじいちゃ
ん，おばあちゃんへの想いを馳せてもらった。感想と
しては，「今まで生きてきて良かった」，「今友達とい
ることが大事」，「おばあちゃんと話がしたくなった」，
「人生を長く考えることができた」というものがあっ
た。
　MOMEDが生み出された当初は，Happyちゃんのコ
ミュニティで盛り上がっていても，自分は関心を向け
ていなかった。けれど，2023年の秋に，豊洲ピット
で開催された生まれ変わりのワークを体験したこと
で，自分も生徒達に伝えられるものがあるのではない
かと思った。それ以降，生徒達への接し方も変わっ
た。教員MOMEDの際に，福岡で熱心に取り組んで
いる小学校の先生（前述）に出逢い，福岡で一緒に盛
り立てていこうと意気投合した。ただ現実は，自分は
現在非常勤で余裕があるが，常勤の先生達はとても
忙しく，意思疎通が難しく，疲弊してしまっている。
「私はこれがやりたい」ということを口に出すことも
できず，業務や親からのクレームなどの押し付けがお
きている。一方，両親との関係から自分は見られてい
ないと承認欲求が強い生徒達も多い。今の時代，高校
の授業は CMと同じだと感じている。生徒達に選択
肢がなく，見たくないものも見せられたり，聴きたく
ないものも聴かされる。
　今後は，保育コースの授業全体として，MOMED

だけでなく，そうとはいわずに HAPPY理論のエッ
センスを組み込んでいきたいと思っている。Happy

ちゃんの訪問はもちろんだが，MOMEDや 50歳以上
のアイドルチームが，学校に訪問に来てくれるのも
良い。また，学校の研修にMOMEDを取り入れ，教
員達にやってもらうのも良い。また，丹田ワークと
MOMED ONEを，新学期が始まった段階で，クラス
のチームビルディングをするためのツールとして取り
入れるのもとても効果的なのではないかと感じてい
る。個としても大切にされると同時に，集団として動
くことの凄さも体験してバランスを取ることが重要だ
と思う。
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（3）東京の小学校教諭（非常勤・音楽）

　これまでに，Happyちゃんには二度訪問してもらっ
た。6年生で学級崩壊をしているクラスがあり，その
クラスを臨時に担当していた副校長が，MOMEDを
体験して「人生が変わった」と涙を流して語った。管
理職になり，心の勉強はしていたものの，何事にも冷
めた目で向き合っており，本音で子供達や教員とつな
がることができずにいたが，MOMEDを通して，生
身の人間として，人と向き合うことを初めて体感し
た。崩壊しているクラスであるが，笑顔で卒業しても
らいたいという想いもあり，子供達からの要望もあ
り，Happyちゃんに二度目の訪問をお願いした。
　3年生から 6年生の 200名の生徒が丹田ワークや
MOMEDを体験し，特に二度目の訪問では，体育館
でのミニライブも開催された。それによって，多くの
生徒達は Happyちゃんのファンになった。音楽室に
は，今でも Happyちゃんのアクリルスタンドが飾っ
てある。校長も MOMEDに理解を示しているので，
来年度もぜひ来てもらって，MOMEDを体験したこ
とのない生徒達に向けてもやってもらいたいと思って
いる。また，副校長がこの春から別の学校の校長にな
るので，きっとその学校にも Happyちゃんを呼んで
のMOMEDが実現するだろう。
　Happyちゃんによる丹田ワークやMOMEDを通し
て，生徒達は，「自分は自分で良い」，「人と比べなく
ても良い」，「世界は自分でつくることができる」と
いったことが伝わった。
　一方，保護者や教員の中には，Happyちゃんや
MOMEDに関して懐疑的な人達もおり，教育委員会
に苦情もあがった。MOMEDの中でのある動作が，
教育現場でふさわしくないというのがその理由であっ
た。影響力も大きいだけに，当然それを批判する人
達は登場するが，生徒も教員も自ら楽しんでいれば，
MOMEDは教育現場に間違いなく広がっていくと確
信している。
　MOMEDとは，単なるダンスではなく，ヒトが奥
底にもっているものに光をあて表現するものである。
小学校での MOMEDはとても有効である。なぜな
ら，低学年であればあるほど子供達は純粋であり，恥
ずかしいということもなく，頭で考えることもなく，
MOMEDがダイレクトに心にも身体にも入っていく
からである。実は年を重ねた高齢者も同じことが言え
るかもしれない。
　今回，大崩壊しているクラスの生徒達もMOMED

に接した。崩壊しているということはエネルギーが

有り余っているということでもある。皆と一緒にや
らずにふざけていたが，あの場にいて，動きを目で
追ってはいたので，心には残っているだろう。いつか
MOMEDが世界基準になった時，きっと思い出して
くれるだろうと思う。今回，Happyちゃんは，生徒達
にMOMEDという種をまいてくれたと思っている。

Ⅴ．教育現場でのMOMEDの実践の可能性

　アンケートや電話インタビューの結果から，教育現
場でのMOMEDの期待，可能性は極めて大きいこと
がわかった。実際にMOMEDを実施してみると，保
護者の中から批判の声はあっても，生徒はもちろんの
こと教員の中にも関心を示すだけでなく，人生が変
わってしまった教員もいることがわかった。けれど
も，現場の教員だけでMOMEDを実施するというこ
とは負担がとても大きい。理想は，Happyちゃんに訪
問してもらうことだが，そうでなくても，全国に大勢
いるMOMEDのクラスを開いている人達と連携すれ
ば実現性は高まる。
　また，開催された教員 MOMEDの趣旨がそうで
あったように，忙しすぎて疲弊してしまっている教
員のための MOMEDが急務であると，電話インタ
ビューした 3人全員の共通した意見だった。そのた
めには，前回同様，教員が一同に集まっての Happy

ちゃんによる教員MOMEDの開催はもちろんのこと，
学校の教員研修にMOMEDを導入していくという方
法もある。
　更に，丹田ワークと MOMED ONEを，新学期の
最初に組み込むというのは，MOMEDよりも更に導
入しやすく，効果も大きいと思われる。見ず知らず
の 1000人の大人が集まって，一つになれた体感がで
きたのであるから，30人のクラスで試す価値はある。
その際も，現場の教員だけでやるのでなく，MOMED 

ONEの経験がある人がサポートに入って誘導する方
がより現実的であろう。

Ⅵ．おわりに

　昨年（2024年 1月），Happyちゃんに訪問してもら
い，授業でMOMEDのワークショップを実施しても
らった。その時の Happyちゃんの学生達に真剣に向
き合う姿と，学生達がそれに真摯に応じる姿に感動
したことから，「MOMEDの教育現場での可能性」を
テーマとして持ち始めた。この 1年でも，MOMED
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は進化し，Happyちゃん自身もどんどん進化をとげて
いる。MOMEDの教育現場での可能性は無限大であ
り，教員MOMEDに全国から 100名がすぐに集まる
ように，MOMEDを実施したい教員も多い。実現す
るには，日々の業務に追われてしまっている教員をサ
ポートする形で，外部の力を借りることが重要であ
る。Happyちゃん自身も，今年も学校を訪問したいと
いう意思を示してくれているので，生徒だけでなく，
同時に教員に向けてのMOMEDを実施するのがより
効果的だろう。教員 MOMEDを受けた教員が，生
徒達に，そして生徒達から保護者にとMOMEDが広
がっていけば，教育現場にも家庭にも明るい兆しが見
えてくるだろう。
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Ⅰ．はじめに

　「生理の貧困」とは，経済的な理由で生理用品を購
入できない女性がいるという状態（厚生労働省，内閣
府）である。社会課題として「生理の貧困」の経済・
社会への影響が無視できないという認識が高まり，政
策対応も進んでいる。
　日本で，「生理の貧困」が知られるようになった
きっかけの 1つは，任意団体「♯みんなの生理」が
2021年 3月 4日に公表した「日本にも「生理の貧困」
5人に 1人の若者が「金銭的理由で生理用品を買うの
に苦労した」」というオンラインアンケートの中間報
告である。この調査は，2021年 2月 17日から高校生
以上の学生に対して実施したものである。入手困難な
理由として，コロナ禍で収入が減ったこと，外出自粛
や店舗の時短営業などが明らかになり，就業や生活が
厳しい女性たちの存在が顕在化した。
　「生理」は，女性特有のもの，恥ずかしいもの，
オープンに語る内容ではないという考え方や固定観念
があったが，少しずつ変化がみられる。主要な新聞誌
面に「生理の貧困」という表記が登場するようになっ
たのは，多くは 2021年以降 1である。近年，「生理」
をテーマに取り上げたコミック「ツキイチ ! 生理ちゃ
ん」2やドラマ「生理のおじさんとその娘」3などの
登場も，生理を公の場で語ることを後押ししたと考え
られる。
　本稿では，Ⅱで「生理の貧困」に対する，国・地
方公共団体，企業，学校の取り組みについて整理し，
Ⅲ，Ⅳで，本学学生が大学内トイレに生理用品を無償
設置し，「生理の貧困」という社会課題解決を実践す
る「追大白い羽根プロジェクト」の活動を紹介する。
最後に，取り組みの意義，今後の課題と展望を考察し
ていく。

Ⅱ．「生理の貧困」への取り組み

2-1．「生理の貧困」の動向

　「生理の貧困」を取り巻く世界の動向について，水
無田（2021）は，2020年 11月にスコットランドで生
理用品の無償提供を決定したこと，生理用品には課税
されない国が複数あることを取り上げ，日本の取り組
みの遅れとコロナ禍の女性の経済的ダメージが大きい
ことを懸念する。日本でも，男女格差を埋めるため
に，生理用品の無償化ないしは課税撤廃 4が検討され
るべきだと指摘する。
　厚生労働省（2022）「『生理の貧困』が女性の心身
の健康等に及ぼす影響に関する調査 5」によると，
2020年 2月頃以降，生理用品の購入・入手に苦労し
ている人 6は，18～ 49歳の女性全体の 8.1％であっ
た。若年層で苦労している割合が高く，18・19歳で
12.9％，20代で 12.7％，30代で 8.6％となっている 7。
公益財団法人プラン・インターナショナル・ジャパ
ン（2021）「日本のユース女性の生理をめぐる意識調
査」では，15～ 24歳の女性 2,000人を対象に調査を
実施した。「何らかの理由で購入や入手をためらった
り，購入できなかった」と回答した理由別にみると，
「生理用品が高額だから」が 179人（9.0％），「収入が
少ないから」が 224人（11.2％），「自分で買うのが恥
ずかしい」が 126人（6.3％）などとなっている。複
数回答のため留意が必要である。いずれの調査も対象
年齢の違いや調査時期が異なるため，単純比較はでき
ないが，日本でも一定数，経済的な理由で生理用品の
入手が困難な状況にいる女性の存在が可視化された。

2-2．国・地方公共団体の取り組み

　「生理の貧困」に対する公的機関の取り組みが進ん
でいる。国の施策として，2021年 6月に公表された
「経済財政運営と改革の基本方針 2021（骨太の方針）」
では，女性活躍のために「生理の貧困」への支援の取

研究ノート

生理の貧困への取り組みの課題と展望
―学生による「追大白い羽根プロジェクト」の事例から―

長　町　理恵子
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り組み推進の必要性が明記された。さらに女性版骨太
の方針である「女性活躍・男女共同参画の重点方針
2021」では，生理の貧困は，「女性の健康や尊厳に関
わる重要な課題」だと指摘している。地方公共団体に
よる女性に寄り添った相談支援，地域女性活躍推進交
付金による生理用品の提供，地方公共団体の取り組み
状況の調査の実施などについて，具体的に記された。
前述の♯みんなの生理のアンケート結果が国会で取り
上げられたことも推進力となったと言えよう。
　国の方針を受けて，地方公共団体が「生理の貧困」
に取り組む財源として，交付金の他，独自に予算措置
をしている場合，防災備蓄から生理用品を無償提供，
企業・住民の寄付などを活用した事例がある。生理用
品の提供方法は，社会福祉協議会・教育委員会との連
携，民間事業者と協定を締結し無料のナプキンディス
ペンサーの設置など，継続的な支援体制を構築する例
もある。また生理用ショーツを提供する事例や，学校
などの個室トイレへの生理用品の設置も増加している
という。
　内閣府「「生理の貧困」に係る地方公共団体の取組」
をみてみよう（図表 1）。2021年は，骨太の方針を公
表する前後で 2回調査しており，わずか 2カ月の間
に，取り組みを実施している地方公共団体数が 255か
ら 581と 2倍以上となった。この時期「生理の貧困」
への注目度が高かったことが伺える。地域女性活躍推
進交付金などを活用している事例も増えている。2024

年 10月 1日時点で，全国の市区町村 1,718（北方領土

の 6村を除く）に東京都特別区 23を加えると 1,741

団体，第 5回調査で取り組みをした地方公共団体は
9268であり，半数以上の団体が，「生理の貧困」への
取り組みをしていることがわかる。

2-3．企業の取り組み

　次に企業の取り組みをみてみよう。「フェムテック
（Femtech）」という言葉が聞かれるようになった。女
性（Female）と技術（Technology）を組み合わせた造
語で，デンマーク出身の起業家アイダ・ティン（Ida 

Tin）がつくったといわれている。生理や妊娠などに
関する女性の悩みを解決し，女性の健康を支える商品
やサービスを指す。欧米で先行し，日本でも 2019年
頃から新聞などで取り上げられるようになり，認知度
が高まっている。
　フェムテックは，2015年に国連で採択された SDGs

（持続可能な開発目標）の 17の目標のうち，3「すべ
ての人に健康と福祉を」，5「ジェンダー平等を実現
しよう」に直結している。長時間労働の見直しや健
康経営の視点からも，働く女性の職場環境整備の必
要性が注目されており企業の関心も高い。経済産業
省（2024）によると，女性特有の健康課題のうち「月
経随伴症」による労働損失等の経済損失は約 5,700億
円と試算されている。企業がフェムテックに取り組む
のは，経営戦略としても重要であるととらえているか
らだ。「生理の貧困」への企業の取り組みは，フェム
テックの一環といえる。今後，フェムテックの市場規
模は拡大すると予想されている。
　以下，生理用品を製造販売する企業，生理用品の無
償提供を手がけるベンチャー起業の事例をみてみよう。

（1）花王株式会社の事例

　花王株式会社は，生理用品を製造販売しており，
2022年から「職場のロリエ」というプロジェクトを
実施している。これは，花王が推進する日本初の「ナ
プキンの備品化プロジェクト」であり，2024年 12月
末時点で，導入企業数が 300社に達したという。トイ
レットペーパーと同じように，職場のトイレにナプキ
ンを備品として設置することを目的とし，突然の生理
への不安を軽減し，働きやすい職場環境を目指す。花
王から専用ボックスが無償提供され，ナプキンは各企
業が購入し社内に設置するという活動である。
　同社が全国の 20～ 30代の働く女性 500人を対象に
2022年に実施した「仕事×生理の調査結果」からは，
生理について悩みがある人は 6割，そのうち生理中の

調査回 調査年月
予算措置・
防災備蓄・
寄付など

交付金活用

第 1回 2021 年 5 月 255 ―
第 2回 2021 年 7 月 581 76
第 3 回 2022 年 7 月 715 84
第 4 回 2023 年 7 月 779 221
第 5 回 2024 年10月 811 164

図表 1　 「生理の貧困」への取り組みを実施している 
地方公共団体数

（注 1） 取り組みの「実施を検討している」数も含む。
（注 2）  「予算措置・防災備蓄・寄付などによる独自の

取組」と「交付金を活用した取組」の両方実
施している地方公共団体もあるため，両者の
合計は実際の団体総数より多い延べ団体数と
なっている場合がある。

（注 3）  市区町村の取組に加え，県が調達した生理用
品を管内市町村に配分し配布等の都道府県が
実施主体となる取組も含む。

（資料）  内閣府「地方公共団体の取組」第 1～ 5回調
査から筆者作成
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業務効率が下がると感じている人は 8割，職場で生理
への理解を得られないと感じている人は 4割となって
おり，生理に関する悩みや不安が読み取れる。導入企
業からは，「継続してほしい」「予備がない時に，すご
く助かった，安心感があった」「男性にとっても，生
理を理解するきっかけになった」といった声が届いて
いるという。
　「職場のロリエ」の取り組みは，女性への支援だけ
ではなく，男性も含めた職場全体の理解と意識を高め
ることに貢献していると考えられる。

（2）オイテル株式会社の事例

　オイテル株式会社は，ジェンダーギャップという社
会課題を解決したいと考える男性 4人が 2016年に起
業した会社である。トイレットペーパー同様に無料で
生理用品が常備される世の中にしたい，という願いか
ら生まれた事業を，ビジネスを通じて実現したのであ
る。OiTr（オイテル）は，「商業施設・オフィス・学
校・公共施設などの個室トイレに，生理用ナプキンを
常備し無料提供するサービス」である。日本初のサー
ビスであり，そのしくみは，個室トイレの中に設置し
ているディスペンサーに，専用アプリをダウンロード
したスマートフォンをかざすことで，生理用ナプキン
を 1枚，誰でも無料で受け取ることができる，という
ものだ。
　なぜ無料で提供できるのだろうか。それは，企業か
ら提供される広告費でまかなっているからだ。トイレ
の個室に入り，便器に着座するとディスペンサーにサ
イネージ広告が流れるしくみである。利用者が広告を
みることで，ナプキンが必要な人に行き届く。
　導入企業の視点では，企業の社会的責任（CSR）や
福利厚生の一環として，急な生理への対応や不安の解
消，女性社員の健康課題の解決やパフォーマンス向
上が期待されている。また，広報の 1つのツールと
して，OiTrに広告を出すことが生理の貧困やジェン
ダー平等などの社会課題解決への貢献となること，社
会課題に取り組む企業というイメージ向上につながる
ことなど期待される点だろう。
　2つの企業事例から，「生理」に企業が関わること
には，個人，企業，社会のメリットがあるといえる。
個人では，急な生理の不安の軽減，トイレットペー
パー同様に生理用品を利用できる点がメリットとな
る。企業では，先述した点に加え，女性の仕事のパ
フォーマンスとモチベーションの向上によって職場全
体の生産性向上を期待できる点がメリットと言える。

こうした取り組みによって生理に対する男性社員の理
解と意識が高まることは，企業以外でも家族への思い
やり，生理が女性だけの課題ではないという社会全体
の認知の高まりにつながる。これが社会へのメリット
といえよう。

2-4．大学の取り組み

　小中学校，高校，大学まで，学校の女子トイレに生
理用品を無償提供する取り組みも増えている。本稿で
は関西の大学での取り組みをみていこう。

（1）龍谷大学の事例

　2021年 9月，関西で初めて龍谷大学が，学内トイ
レの個室に生理用品の無償提供を開始した。龍谷大
学では前述のオイテル株式会社と連携協定を締結し，
OiTrを導入している。きっかけは，2020年 11月に開
催された「龍谷大学 社会起業家育成プログラム 2020」
で，チーム「生理についての知識で生きやすい社会を
つくる」による生理に関する情報発信サイト構築の
アイデアが「学長賞」を受賞 9したことだ。この学生
は，生理痛が辛い時に婦人科でピルを処方された経験
から，生理に関する情報の不足，予想以上に多くの人
が苦しんでいること，日本で生理への理解が進んでい
ないことへの問題意識から，生理をテーマに設定した
という（SDGsゼミリポート）。
　2021年 6月には，学内で「生理の貧困を解消する
ためのワーキンググループ」が設置された。学生への
ヒアリング調査から，経済的に困窮していなくても，
生理用品を節約したいという意向や，急な生理の時に
トイレットペーパーを代用している，といった回答が
得られたという。これらの結果を受けて，「生理の貧
困」の解決はもちろん，快適で安心なキャンパスライ
フの提供をめざし，OiTrの導入が開始した。

（2）大阪大学の事例

　大阪大学の「MeWプロジェクト」では，「生理用
品の無償提供用のディスペンサーの開発・設置の実証
実験を通じて，日本における月経の諸課題についての
研究」が実施されている。MeWプロジェクトは，企
業と連携して，独自開発した専用ディスペンサーを学
内に設置し，生理に関する研究，情報発信などの活動
をしている。開発にあたっては，平常時の学校だけで
なく，被災地に設置することも想定していたため，ど
こでも設置でき，衛生的であり，防災備蓄品としてス
トック・搬送の利便性，利用後の廃棄のしやすさ，停
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電に影響されない，などの点が考慮された。また，無
償提供される生理用品は，ナプキン 2種類とタンポン
の 3種類となっている。タンポンの利用が一般的な国
もあり，多文化共生の観点から取り入れたという。
　2021年 9月から，MeWプロジェクトを実施する大
阪大学人間科学部棟内のトイレにディスペンサーを設
置し，2022年 2月から，大阪大学全キャンパスのト
イレ内で生理用品の無償提供が本格開始している。
　学外では，2024年 1月 1日に発災した能登地震で
のディスペンサーの設置活動，親子向けの生理を学ぶ
実験教室の開催などがある。2025年 4月から開幕す
る「大阪・関西万博」内の複数のパビリオンでディス
ペンサーを設置して生理用品を無償提供し，ウェル
ビーイングの向上を目指す活動にも取り組む（大阪大
学，2024）。生理の課題に関する学外での活動と支援
が広がりを見せており，研究成果も期待される。

Ⅲ．追大白い羽根プロジェクトの取り組み

　「生理の貧困」に関する追手門学院大学における
「追大白い羽根プロジェクト」の取り組みをみていく。

3-1.　プロジェクトの概要

（1）プロジェクト立ち上げ

　「追大白い羽根プロジェクト～生理の貧困解決しま
す～」は，学生が「2023年度追大WILプログラム奨
励金プロジェクト」に応募し採択され，WIL奨励金
で運営している活動である。学内の女子トイレに生理
用品の無償配布ボックスを設置するプロジェクトで，
週 1回，学生が補充活動をしている。学生代表（当時
経済学部 3年，宮本さつき）の「生理用品をトイレッ
トペーパー同様に手に取ることができるように」との
思いから，生理用品の入手が困難な学生に生理用品を
1人でも多く手に取ってもらい，学内での生理の貧困
を解決したいと，学生が中心となりプロジェクトがス
タートした。本学のWIL(Work-Is-Learning)とは，主
体的に学び，協働して問題解決にあたる本学独自の学
修スタイルのことであり，学生の主体的な学びの場を
提供しているものである。
　代表学生は，2年生秋のゼミ選考の研究室訪問時，
すでにプロジェクトの構想をもっており，3年生のゼ
ミ開始後すぐに，WIL奨励金プロジェクトに応募し
た。一人暮らしの女性だったら，コロナ禍でアルバイ
トのシフトが減って収入が厳しくなると，生理用品の
購入が後回しになると感じ，「生理の貧困」を社会問

題としてとらえるようになったと，追大サブチャンネ
ル（YouTube）のインタビューで振り返っている。多
感な高校 3年生でコロナ禍を経験し，当時から「生理
の貧困」への問題意識は持っていたと思われる。筆者
のゼミでは，学生の関心に応じて研究テーマを決め，
社会課題解決に向けて，自ら行動することを推奨・サ
ポートしており，筆者は本プロジェクトの担当教員と
して関わっている。

（2）プロジェクトの運営

　プロジェクトの 2年間の活動は，図表 2の通りであ
る。WIL奨励金プロジェクト採択後は，2023年秋学
期からの開始を目指し，夏休み期間に生理用品を収
納・設置するボックス，生理用品の選定，ポスター作
成など準備を進めた。10名のメンバーからスタート
し，メンバーの得意分野を活かして役割分担をした。
その後男子学生もメンバーに加わり，女子トイレには
入れないが，生理用品の段ボールの学内の移動，安
威から総持寺へキャンパス間の運搬，Instagram開設・
運営などを担当し，コアメンバーとなっていた。
　当初，生理用品の無償配布は，安威キャンパスだけ
で実施する計画だったが，WIL審査委員およびWIL

事務局から，女子学生は総持寺キャンパスの方が多い
点をご指摘いただき，総持寺キャンパスでの設置も決
めた経緯がある。実際に活動を始めると，総持寺キャ
ンパス 1階のトイレは在庫ゼロ 10になっていること
が多く，場所による消費量の違いも明らかとなった。
図表 3は，実際に学内に設置しているボックスであ
る。上蓋の裏に在庫管理表を貼り付け，学生が補充の
際に記録を残す工夫がされた。これも学生のアイデア
である。もちろん 1人でこうしたアイデアが出てくる
わけではなく，どうしたら誰が補充してもわかりやす
く在庫管理できるかを議論した結果である。
　設置場所，設置方法については，管財課職員の立ち
合いのもと検討を重ね，現在の場所に落ち着いた。申
請時には，OiTrの導入も検討したが，当時は紛争な
ど世界情勢の影響でコンピューター部品が不足してお
り，OiTrのディスペンサーの供給が中止となってい
た時期であり，本学では導入を見送った。WIL事務
局と相談の上，シンプルだが確実な方法として生理用
品ボックスの設置から開始した。OiTrは，トイレの
個室によってはスマホの電波が届きにくく利用できな
かった，という他大学での実証事例もあるようだ（遠
藤，2023）。結果として，運用面でも容易であり，経
済面では電気代がかからず，継続性のあるしくみに
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活動日 キャンパス ･ 場所 活動種類 活動内容

2023 年 5 月 安威 エントリー 「WIL 奨励金プロジェクト」応募

6 月 安威 審査 「WIL 奨励金プロジェクト」採択

7 月 安威 活動開始 WIL「追大白い羽根プロジェクト」活動開始

8 月 安威 準備 生理用品収納ボックス・生理用品の選定

2023/9/6 安威 設置場所検討 管財課の職員の方の立会いのもと，学内のトイレを視察
し，ボックス設置場所を検討。学内調整

9 月 安威 準備 生理用品ボックスの設置準備（ポスター作成，Instagram
開設など）

10/3 安威 設置 生理用品無償提供開始。ボックス設置（7 ヵ所），ポスター
掲示

10/17 総持寺 設置 生理用品無償提供開始。ボックス設置（12 ヵ所），ポスター
掲示

11/13 総持寺 補充 総持寺・ナプキン使用量累計 1,000 枚突破

11/15 安威 視察受入・意見交換 花王「職場のロリエ」のご担当者が来学し，本学の生理用
品のボックスの設置を視察，意見交換

11/29 安威 補充 安威・ナプキン使用量累計 1,000 枚突破

12/22 安威 取材 WIL パンフレット取材

2024/1/30 安威・総持寺 集計
2023 年度秋学期 ナプキン使用量
安　威・使用量累計 2,256 枚
総持寺・使用量累計 4,225 枚

2/3 ～ 4 茨木市男女共生
センター

プレゼン，
ワークショップ

茨木市男女共生センター「ローズ WAM まつり」に参加。
オープニングリレースピーチでプレゼン（3 日），ワーク
ショップ開催（4 日），ポスター掲示（3，4 日）

2/8 龍谷大学 視察訪問 関西で初めて生理用品無償配布を行った龍谷大学を訪問，
OiTr の視察。ご担当者と意見交換

2/16 総持寺 プレゼン WIL AWARDS 2023 で活動報告をプレゼン。最優秀賞受賞

4 月 安威・総持寺 所属変更 2024 年度，成熟社会研究所に所属して活動継続

4/5 安威 取材 追大サブチャンネル（YouTube 取材，広報課），5 月公開

6/20 総持寺 広報 成熟社会研究所「しそちぎりワークショップ｣ でチラシ配布

7/4 総持寺 プレゼン 留学生らが集まる O.E.L（Otemon Equality League）サー
クルのイベントにて活動発表

7/9 安威 プレゼン 長町ゼミ 2，3 年生に活動内容を説明，広報

7/15 安威・総持寺 集計
2024 年度春学期 ナプキン使用量
安　威・使用量累計 2,501 枚
総持寺・使用量累計 3,931 枚

7/20 総持寺 オープンキャンパス オープンキャンパスで高校生にプレゼン，活動報告

8/22 大学 HP 広報 WIL レポート掲載（大学サイト）

10/8 安威 活動説明・相談 学友会追風運営委員会（追風）3 役・学生支援課に向けた
活動説明。活動継続のための予算措置の要望・相談

10/23 ～ 25 安威・総持寺 活動説明 追風学部クラス連合大会で継続を提案，活動説明。
11 月補正予算が決定

10 ～ 11 月 オンライン アンケート 学内アンケート実施

2025 年 1 月 安威・総持寺 引継，移動 引継，メインキャンパス移転に伴い在庫を総持寺に移動

図表 2　「追大白い羽根プロジェクト」主な活動

（注）学生の活動報告等から，筆者作成
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なったといえる。

（3）プロジェクトの継続

　WIL奨励金は，2023年度単独の資金であるため，
2024年度はWIL活動としての継続が難しい状況が
あった。そこで，2024年度は，「追大白い羽根プロ
ジェクト」は，本学の成熟社会研究所に所属し活動を
継続している。WIL奨励金のような豊富な運営資金
はないため，生理用品購入のための予算措置が課題と
なった。この点について，学内の各部署の職員の方々
と議論を重ね，2024年 10月，学生支援課を通じて，
学友会追風運営委員会（追風）に学生から議案として
提出した。その後，学部クラス連合大会で，活動の必
要性と継続を提案し，クラス代表の学生に説明の機
会をいただいた。同時に学生にアンケートを実施，11

月に学友会追風総会にて学友会費の補正予算が認めら
れ，継続が可能となった。
　継続の危機にあった中，本学職員の方々に相談した
際，「社会的にも意義のある活動だから，学生に活動
を続けてさせてあげたい」と，前向きに検討いただい
た。学生からの要望，発信を受け止めていただいたこ
と，継続に向けた具体的なアドバイスをいただいたこ
とは，目的を実現する際に，説得力のある資料作成，
説明，提案，連携がいかに重要か，学生の学びにもつ
ながった。

3-2．学内外での交流，活動

　「追大白い羽根プロジェクト」は，学内外でプレゼ
ン，視察での意見交換など，活動の場に恵まれた。

（1）学内での活動

　学内における最大の活動成果は，2024年 2月 16日
に開催された「WIL AWARDS 2023」で活動報告をプ
レゼンし，「最優秀賞」を受賞したことだろう。真銅
学長，副学長，交友会会長を前に，「生理の貧困」へ
の取り組みと，その重要性をプレゼンした。本プロ
ジェクトの最優秀賞の受賞は，本学におけるジェン
ダー平等の取り組みの推進を意味しているだろう。

　本プロジェクトには，経済学部だけでなく他学部の
学生も男子学生も参加している。女子学生だけではな
く，男子学生も一緒に活動している点に驚かれるが，
先入観のない若者の柔軟さが表れている。追大サブ
チャンネルのインタビューに，男子学生も出演してお
り，活動に参加するまでは「生理の貧困」について考
えたことはなかったこと，荷物を一緒に運んでトイレ
の前で待機しているが，生理用品の利用が多かった場
合は，補充のやりがいがある，と答えている。女子ト
イレに入れないこと以外，活動に男女の違いは関係な
い。「生理の貧困」が女性だけの課題であると考えが
ちだが，このテーマに向けて男女で一緒に活動するこ
とに意味があり，お互いの理解が深まることを，間近
でみることとなった。これこそがジェンダー平等の実
現に近づいていると実感した。
　この点は，世代間の意識の違いもあるだろう。現大
学生は，高校生の家庭科の授業は男女共修となって
いる。最新の学修指導要領では，「多様性」への理解
の重要性が明記されており，こどもの頃から LGBTQ

図表 3　「追大白い羽根プロジェクト」のボックス

（注）メンバーによる撮影

（ａ）生理用品ボックスをトイレ個室に設置

（ｂ）上蓋の裏の在庫管理表

図表 4　2023年度WIL AWARDS「最優秀賞」受賞

（注）2024年 2月 16日，総持寺キャンパスにて
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といった言葉の認知度も高く，「生理の貧困」という
言葉にも，中高年の世代ほど抵抗はない。大王製紙
（2020）が 16～ 65歳の男女を対象にした調査でも，

10～ 20代の若年層男性は生理への理解意欲が高い，
という結果が示されている。本プロジェクトの開始
後，他の教員から筆者に寄せられるコメントも，賛同
するものから反対ではないが戸惑いを示すものまで多
様であったことは興味深い。
　この他，ゼミ，追風，留学生らが集まる O.E.L

（Otemon Equality League）サークルのイベントなどで
活動を発表し，学内での認知の拡大に努めた。

（2）学外との交流

　本プロジェクトの活動を通して，企業や自治体の
方々との交流，意見交換の場が得られた。また 2024

年 7月のオープンキャンパスで高校生に向けたプレゼ
ンも実施した（図表 2参照）。
　2023年 11月，前述の花王の「職場のロリエ」の担
当者が安威キャンパスを訪問，意見交換が実現した。
「職場のロリエ」の取り組みについて代表学生が問い
合わせたところ，学生からの問い合わせは初めてだ
と驚かれ，関心を持っていただいたのがきっかけだ。
キャンパス内のトイレを視察いただいたところ，「追
大白い羽根プロジェクト」は「職場のロリエ」と考え
方は同じであり，継続してほしいとコメントいただい
た。また，清掃員ではなく学生自身で生理用品を補充
している点を評価いただき，学生の自由な発想でやり
たいことを実現する大切さ，今後の継続への助言もい
ただき，貴重な機会となった。
　2024年 2月 3，4日，茨木市男女共生センター
「ローズWAMまつり」に参加し活動報告をした。代
表と副代表の学生による「オープニングリレースピー
チ」でのショートプレゼン，「ワークショップ」開催，
ローズWAM 1階でポスター掲示と，2日にわたって
茨木市の市民の皆さんと交流した。ワークショップで
は，活動継続のアイデアについて意見交換し，男子学
生のワークショップ参加に驚かれた。男子学生の参加
に驚かれること自体，女性自身も「生理の貧困」が女
性だけの問題であるという先入観や固定観念が強いこ
とを感じる。
　2024年 2月 8日，関西で初めて生理用品の無償提
供を実施した龍谷大学を視察で訪問し，意見交換し
た。龍谷大学の取り組みは先述した通りであり，学内
に OiTrが設置されているのは壮観だった。OiTrの運
用面でのメリットや苦労されている点も共有させてい

ただき，本学の取り組みについてもコメントいただい
た。方法は違うが，生理用品の無償提供という同じ取
り組みをしている思いや課題を共有できたことは有意
義な機会となった。本学は OiTr導入ができない時期
だったため，生理用品のボックスを設置した経緯があ
るが，ボックスのメリットを再認識できたことが大き
な収穫だった。

Ⅳ．WIL活動からの学びと今後の課題

4-1．WIL活動からの学び

　以上，「追大白い羽根プロジェクト」の活動内容を
概観した。2年目の実施には，予算措置というクリア
すべき課題もあったが，多くの教職員のご支援で活動
を継続でき恵まれた環境を有難く思う。プロジェクト
の振り返りを，WIL活動「事業・会計報告書」の学
生の自己評価から一部抜粋して紹介する。

<参加学生の声（WIL3要素に対する自己評価）>
〇社会有為
　学内のトイレにて無償で生理用品を利用できるよう
にしたことにより，生理の貧困の課題の解決に繋げる
ことができた。また，急に生理用品が必要になった場
合にもトイレットペーパー同様気軽に使用できたこと
により，女性特有の課題解決にも繋がった。
○協調性
　生理用品の補充を男子も含めてシフト制で行ったこ
とや，活動時に発生した問題点の改善や，活動の周知
を通して，プロジェクトのメンバー皆がこの課題につ
いての問題意識を持つことができた。各メンバーに役
割分担を行い活動してもらい，積極的に参加しても
らったが，仕事の振り分けが上手くいかずにメンバー
間の活動時間量に差が発生したことなどの課題を改善
していく。
〇発信性
　ポスターの掲示や，公式 Instagramの運営を行った
ことで，本プロジェクトに参加したいとの声や，活動
の評価のコメントをいただいた。今後も Instagramの
運営を続け，生理の貧困についてや本プロジェクトの
活動についての発信を行っていく。

<担当教職員からのコメント>
　女子学生の発想と熱意から開始した本プロジェクト
を通して，学生の行動力の高まりと成長を感じた。公
式 Instagram開設は，若い世代のツールをうまく利用
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した好事例であり，企業（花王）との意見交換や他大
学（龍谷大学）の見学など，学外の活動への関心の高
まりは，本プロジェクトをより良くしたいという思い
から実現したものだ。学生であっても社会課題の解決
を実践できる力があることが明らかになり嬉しく思
う。WIL奨励金に採択いただき，ご支援いただいた大
学およびWIL推進センターの皆様に感謝申し上げる。

　以上，現時点での振り返りと考察である。この他，
生理用品の減りが想定より早かったことから，普段は
見えにくい経済の課題が身近にあることに気づいたと
学生コメントもある。2年目は発足メンバーの多くは
4年生となり，新たに加わった 2，3年生とともに活
動している。うまくいったことも調整不足だったこと
も，全てから学びを得ている。すでに 2，3年生に引
き継ぎが終わり，協力して運営している。
　筆者が感じている本学におけるWIL活動のメリッ
トは，第一に，学生がのびのびと活動できる環境であ
ることだ。WIL奨励金プロジェクトに採択され活動
に取り組む学生の成長は大きく，教員の予想を超える
こともある。障壁や課題が生じた際には，メンバー，
教職員，学外の方など多くの助言と，サポート体制が
ある。それゆえ，学生は安心して力を発揮できる。
　第二に，学生にとって指導教官以外の教職員や学外
の方々と交流する機会が増え，コミュニケーション能
力が高まることだ。当初は，緊張していた学生も，イ
ンタビューや意見交換を重ね，自発的に発言する場面
が増えた。WIL奨励金によるプロジェクトは，ある
程度規模も大きくなる。したがって，学生が複数の教
職員や学外の方々と関わりを持って活動を推進でき
ることは，通常の単独ゼミでは得がたい学びもあり
WILならではの充実した環境だといえる。
　第三に，意見交換，活動報告，プレゼンなどの機会
を通じて，活動内容や社会課題について，自分の言葉
で語れるようになることだ。そこで得た力は，必ず社
会に出ても通用するだろう。

4-2．今後の課題と展望

　学生のWIL活動を通じて「生理の貧困」の取り組
についてみてきた。「生理の貧困」はすでに社会課題と
なっており，生理用品の無償提供をする大学も増えて
いる。大学が主体となって配布するケース，学生の声
がきっかけで配布するケース，企業と連携するケースな
ど様々である。大学での生理用品の無償提供の活動が，
持続可能なしくみであるか，大学が備品として設置して

いるのかといった点に，筆者は関心を持っている。
　「追大白い羽根プロジェクト」は学内アンケートか
らも継続の希望が多い。課題として，短期的には，
2025年度の継続，つまり運用のための予算確保であ
る。中長期的には，本プロジェクトの目的の通り，ト
イレットペーパーと同様に大学のトイレの備品となる
ことである。備品の大学予算化のためには，本プロ
ジェクトの活動実績を積み上げ，学生の新たなアイデ
アを創出し，継続の必要性を大学に働きかける必要が
あろう。そのためにも他大学や企業の取り組みなど，
さらなる調査も要する。予算化が実現した場合に，誰
が補充するのかなど運営面での検討も必要となる。
　先輩が立ち上げた「追大白い羽根プロジェクト」
は，後輩たちが引き継ぎ，3年目の活動へと発展しよ
うとしている。本学のWIL活動を，2年目以降どの
ように継続・サポートしていくかも課題 11であろう。
持続可能な活動をめざすのは容易ではない。そのこと
を，学生自身も感じているだろう。

Ⅴ．おわりに

　「追大白い羽根プロジェクト」で本学のWILに関わ
り，筆者自身もいくつかの気づきがあった。第一に，
学生からは，プロジェクトでは普段のゼミでみせる顔
と違う側面を垣間みることができた点だ。ゼミだけで
接していては知り得ない学生の可能性と潜在能力に触
れたのは，想定外の収穫だった。
　第二に，大学生だからこそできることが，実に多い
ということだ。コロナ禍を経験し，当たり前だったこ
とが通用しない場面が増えた。これまでの経済・社会
システムの一部が行き詰まりをみせ，学び方，働き
方，生活は変化している。これまでの常識が通用しな
いからこそ，先入観の少ない大学生自身が，自分たち
がどのような社会を望むのかを考え，社会課題の解決
に取り組むことが有効であると感じる。
　「生理の貧困」は，コロナ禍で顕在化した社会課題
であり，「追大白い羽根プロジェクト」は，大学生が
身近な社会課題として取り組むことで，生理用品の無
償提供を実現した好事例であろう。学生の取り組みを
温かく見守り，支援くださったWIL推進センターの
教職員の皆様，成熟社会研究所，管財課，広報課，学
生支援課をはじめとする関係部署の職員の皆様，学外
で学生と交流いただきご助言いただいた皆様に，この
場をお借りして感謝申し上げる。引き続き学生の活動
にご指導ご協力をお願いする次第である。
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注
1 例えば，新聞記事のデータベース検索をすると，日本経
済新聞では 2021年 2月 1日，毎日新聞では 2021年 2月
20日に初めて「生理の貧困」という表現がみられた。

2 2017年 1月からWebマガジン「オモコロ」に「ツキ
イチ ! 生理ちゃん」が連載開始。その後加筆修正し書
下ろした「生理ちゃん」が 2018年にコミックスとし
て KADOKAWAより刊行された。実写映画化もされ，
2019年に公開された。

3 NHKのテレビドラマで，2023年 3月に放送された。
4 日本では，生理用品は生活必需品だが，軽減税率の対象
ではない。これを「女性のみに課せられる切実な出費」
であり，社会的不公平だと指摘されている。

5 全国の 18～ 49歳の女性（回答時点から過去 1年間のう
ち，生理があった人）3,000人（回収ベース）を対象と
したインターネット調査。2022年 2月 3～ 6日に実施。

6 「生理用品の購入・入手に苦労している人」は，「新型コ
ロナウイルス感染症発生後（2020年 2月頃以降）から
現在までの間に生理用品の購入・入手に苦労したこと」
について，「よくある」「ときどきある」と回答した人の
合計

7 世帯収入が低いほど，生理用品の購入・入手に苦労し
ている人の割合が高い。入手できない場合は，「生理用
品を交換する頻度や回数を減らす（長時間利用する等）
（50％）」，「トイレットペーパーやティッシュペーパー等
で代用する（43％）」，「タオルやガーゼ等の布で代用す
る（24.6％）」など衛生的とは言えない対応をしている
回答が多い。

8 第 5回調査（2024年 10月 1日時点）では，独自の取組
（811）と交付金の活用（164）を合計すると，のべ 975
団体が「生理の貧困」への取り組みをしているが，こ
のうち両方を行っている 49団体を差し引くと，総数は
926団体となる。

9 受賞した学生たちは，20万円の活動資金が支援され，
自身のテーマに取り組むことが期待されるという。

10 活動開始時点では，1つのボックスに生理ナプキンを 40
枚収納していたが，途中でナプキンを違う商品に変更し
たため，現在は 1つのボックスに 60枚収納できる。

11 2024年度WILチャレンジ「追大パーク」にも担当教員
として関わっており，こちらも 2025年度の継続が課題
となっている。「追大パーク」は，大学のキャンパス内
で地域の小学生の居場所づくりをしている取り組みであ
り，小学生が大学生と触れ合う場としても，継続を希望
する声が多い。
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　本稿は，一般社団法人 NO YOUTH NO JAPAN（以
下，NYNJ）共同代表の足立あゆみ氏（早稲田大学在
学中；当時）による講演と，氏と著者との対談イベン
トの記録である。イベントは「シェアラボ 若者の政
治参加編」と題し，2024年 10月 29日に，著者の担
当講義（経営組織論 B）の時間に実施した 1。NYNJ

は「若い世代なくして日本はない」の名の下，若い世
代が生きたいと思う社会の実現をめざす団体であり，
2019年に活動を開始した。足立氏は，創設メンバー
の 1人である能條桃子氏とともに 2024年から共同代
表を務めている。若者の政治参加や政治への関心を高
める活動，および組織論の観点から組織運営への関わ
りにまつわる話を受講生に語ってもらうことを意図し
ていた。
　以下の記述は，対談で実際に述べられた言葉をベー
スに，文章として読みやすいように，また発言の意図
をより正確に表現できるように加筆や並び替えなどの
変更を施したものである。

Ⅰ．足立あゆみ氏講演

1-1．NO YOUTH NO JAPANの活動の概要

　こんにちは。NYNJの足立あゆみです。2001年生
まれの 23歳で，昨年 1年間デンマークに留学してい
たので，現在大学 5年生です。早稲田大学の政治経済
学部で学んでいます。今日は，まず選挙をはじめとす
るデモクラシー（民主主義）の話をした後，私たちの
団体についてお話しします。私は 2021年の 3月頃に
この団体に加わり，今年から団体の 2代目となる代表
を，共同代表として務めています。その役割にまつわ
る団体と私の課題についてもお伝えできればと思って
います。
　私たちの活動の目標を一言で表現するなら，「社会
をつくるのは誰か？」と問われたとき，「私たちだ」
と自信を持って答えられる社会をつくることです。

NYNJは，主に大学生と社会人が中心となり，ボラン
ティアで活動している一般社団法人です。5年前の参
議院選挙の際に，創設メンバーが Instagramで「選挙
に行ってみない？」と友人に呼びかけた投稿が始まり
でした。ぜひアカウントをフォローしてください。
　私がこの団体に参加したきっかけは，団体の掲げる
ステートメントに深く共感したことでした。その内容
を共有します。
　“若者が声を届け，その声が響く社会をつくる。「政
治って，誰かが決めてくれる」「社会って，誰かがつ
くってくれる」そうじゃないって思っても，何から手
をつけたらいいか分からない。選挙のときは「投票
するべき」って言葉で溢れているのに，普段，政治
や社会の話は「意識高い」って言われてしまう。勇
気を持って声を上げても，「知識がないのに発言する
な」と無下にされる。こんな空気や社会にはうんざり
だ。「わたしたちが生きていく社会は，わたしたちが
つくっていくものだ」そう思える社会をつくりたい。
そう思える仲間を，増やしていきたい。わたしたち
は，「政治や社会について知って考え，それぞれがス
タンスを持ち，その決定プロセスに想いを持って声を
届ける」そんな参加型デモクラシーの形を，ごく普通
で，ワクワクするものにしていきます”
　このステートメントは 4人の創業メンバーが練り上
げたものです。私もその熱い想いに惹かれて団体に加
わり，活動を始めてから 3年以上が経ちました。
　私たちは「参加型デモクラシー」をビジョンに掲げ
て活動しています。では，参加型デモクラシーとは何
でしょう。例えば，選挙のときに「自分の 1票では社
会は変わらない。だから行かない」という声を耳にす
ることがあります。しかし，私たちが大切にしている
のは，活動の結果やそれに対する見返りではなく「参
加そのもの」なんです。選挙への参加自体が価値を持
つ，「選挙に行ったことがすばらしい」と感じられる
社会をめざしています。

講演記録

若者の政治参加と NO YOUTH NO JAPAN の組織

神　吉　直　人
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　活動は，主に 3つの柱と 1つの追加プロジェクトで構
成されています。具体的には，① Instagramの運営，②
YOUTH THINKTANKという調査プロジェクト，③立
候補可能年齢を引き下げるプロジェクト，そして選挙
管理委員会と連携した投票啓発施策の実施です。

1-2．Instagramの活用とデザイン

　1つ目の Instagramの運営では，社会や政治の課題
を発信しています。例えば，身近なテーマとして給食
や給料の手取りなどを取り上げ，それらがどのように
政治と結びついているのかを解説しています。活動を
始めた 5年前には，政治や社会について Instagramで
発信する団体はほとんどありませんでした。ところ
が，私たちの活動をきっかけに，そうした取り組みを
行う団体が増えました。徐々に社会が変化していると
実感しています。
　最近，NYNJの Instagramのフォロワー数は 11万人
を超えました。これほど多くの方々に支持されている
理由の 1つはデザイン性にあると考えています。私た
ちはプロのデザイナーに協力を依頼し，視覚的に優れ
た投稿を制作しています。若い世代は広告や店舗など
の洗練されたデザインに触れる機会があり，目が肥え
ている人が多いので，質の高いデザインで発信しない
と，まず見てもらえないと考えています。
　Instagramの運営では，政治を話題にするきっかけ
づくりを主に意識しています。「これを見れば選挙に
行ける」と思ってもらえるアカウントをめざし，わか
りやすい情報提供に努めています。その一環で，選挙
のときには「選挙の教科書」という投稿をしていま
す。例えば，どのような政党があるのかをイラスト付
きで解説し，その前の回の選挙における各政党への投
票の結果を紹介しています。
　4年前には政治の教科書を出版しました 2。その背
景には，若者の政治参加や投票率に関する議論で，毎
年のように若者の意識が問題視されることへの違和感
がありました。ニュースなどで「投票に行かない人に
聞いてみた」という特集があるたび，「意識が足りな
い」という指摘が結論として出されます。しかし，私
たちはその意識の不足を形成しているのは社会の構造
そのものだと考えています。
　例えば，どの政党がどのような立場で，どのような
政策を訴えているか，さらには社会にどのような争点
があるかといった内容を，学校教育の場で教わること
はほとんどありません。一方，私が留学していたデン
マークでは，教科書にそうした内容が詳しく記載され

ています。さらに「どうやったら社会を変えられる
か」といった実践的な内容まで書かれていました。政
治の教科書を出版したのは，日本にもそのような教育
コンテンツが必要だと考えたからです。書店で手に取
ることができるので，ぜひ読んでいただければと思い
ます。
　地方選挙のときには，投票済証のデザインや投票促
進のためのパンフレット作成をしています。関西だ
と，神戸市で投票済証をデザインし，大阪大学では豊
中市と協力して「投票所への行き方」や「投票に必要
な持ち物」を説明したパンフレットを配布しました。
これらの取り組みは，若い世代に投票を促すために投
票へのハードルを下げることを目的としています。
　仮に有名人を起用したポスターや広告で発信して
も，「選挙に行こう」というメッセージは多くの若者
には響きにくいという現実があります。そもそも，選
挙に関する情報を記した街中のポスターに目をやる
機会もあまりありません。むしろ，身近な友人や同
世代が SNSで発信する情報の方が触れる機会が多い
し，共感されやすい。ですから，若者が普段利用する
SNSの運営が重要だと考えています。
　ところが，投票所の写真の投稿には難しい側面が
あります。投票所はだいたい小学校のような場所で
SNS映えしにくいですし，そもそも自分のキャラに
合わない投稿は避けられる傾向があります。そこで私
たちが注目したのは，「かわいい」という要素です。
デザイン性の高い投票済証を手にした写真であれば，
「投票に行ったよ」と SNSで気軽にシェアしやすくな
ると考えています。さらに，その投稿に「（次は）○
月○日に○○市で選挙があります」といった情報を添
えることで，他の地域の人にも選挙の日時を知っても
らえるよう工夫しています。
　このように，若い世代が自然な形で選挙に関心を持
ち，参加することを促せる環境づくりに取り組んでい
ます。他にも，少し前の参議院選挙の際に Tinderと
協力して実施した取り組みがあります。スワイプ操作
の中に平塚雷鳥が登場するように仕掛けて，「若者の
投票率が 32％という現状は，未来がこの程度しか見
えないことと同じだ」というメッセージを発信しまし
た。また，タイムツリーを活用し，「投票日です」と
リマインドする仕組みも取り入れました。

1-3．若者の意識・実態調査と被選挙権年齢引き下げ

　もう 1つの柱として，YOUTH THINKTANKという
調査チームを日本総研とともに立ち上げ，若者の意識
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や実態を調査しています。これには，若者の政治意識
に問題を感じたことが背景にあります。先程も言いま
したが，よく「若者は政治に関心がないから投票しな
い」というように片付けられますが，それに対して
「その意識について，きちんと調べたのか？」という
疑問を持ちました。さらに，「Z世代」や「若者」と
括られる中にも，多様な価値観や生活環境の人々が存
在します。同じ教室にいる人たちの中でもそれは明ら
かです。それにもかかわらず一括りにされることへの
違和感があります。また，こうした活動に関わってい
るのは，ある程度余裕のある人が多いのが現状です。
自分たちが若者の代表だとは思えず，後ろめたさを感
じることもあります。そこで，実際に若者がどのよ
うな政治意識を持っているのかを明らかにするため，
データを収集し調査を行いました 3。
　3つ目の柱として，立候補可能な年齢，選挙権年齢
の引き下げに取り組んでいます。現状，投票は 18歳
からできますが，衆議院議員や地方議会議員への立候
補は 25歳から，参議院議員や知事への立候補は 30歳
からと公職選挙法に定められています。投票年齢は
2016年に 18歳に引き下げられましたが，被選挙権年
齢は据え置かれたままで，約 75年間変わっていませ
ん。
　この被選挙権年齢への問題意識は，投票率とも関
連しています。「投票に行こう」とよく言われます
が，「自分の声が反映される」と思えなければ，投票
に行って声を届けようという意欲は湧かないのではな
いでしょうか。現在の議会構成でも若い世代は非常に
少ない。若者が意見を発信するだけでなく，ルールを
決める意思決定の場に実際に加わることが重要だと考
えています。そのため，立候補できる年齢を投票年齢
と同じ 18歳に引き下げるべきだと訴えています。「被
選挙権年齢を引き下げたら，政治家にふさわしくない
者が選ばれるのではないか」という懸念が挙げられま
すが，それを判断するのは有権者です。ふさわしいか
どうか，能力があるかどうかは選挙に委ねるべきであ
り，年齢で制限する必要はないという立場です。

1-4．投票と政治参加

　投票の話にも少し触れたいと思います。先日（10

月 27日）の選挙に参加した方はどのくらいいらっ
しゃいますか？投票に行きたかったけれど行けなかっ
た方や，選挙があることを知らなかったという方もい
るかもしれません。
　私たちは投票先の選び方についても提案していま

す。そもそも，政治はなぜ必要なのか。私たちは「立
場の異なる人々が協力して社会をつくるために政治が
ある」と考えています。最近では，NPOや社会企業
家が社会を変える手段として注目されています 4。こ
れらが一般的になったことは喜ばしいことですが，お
金を指標とした課題解決や，企業を通じた社会課題の
解決には限界もあると考えています。民主主義の枠内
で，税金の使い道や社会の根本的なルールを議論する
ことで，より効果的に解決できる課題もあります。こ
の点から，私たちは政治の重要性を訴えています。
　今回の選挙では投票率がまた低下して，53.85％で
した。この状況を踏まえ，より多くの若者が政治に関
わるきっかけをつくりたいと考えています。先日の衆
議院選挙は，衆議院議員を選び直すもので，議席の過
半数をどの政党が獲得するかが大きな焦点となりまし
た。過半数を超えた政党は政権を担当し，内閣総理大
臣を選出する立場となります。つまり，国の政治を主
導する責任を負うことになるため，過半数を獲得する
かどうかは重要です。
　投票に行けなかった人もいるかもしれませんが，選
挙日の 15日前から期日前投票ができます。次回以降
は，当日忙しくて行けない場合を考慮し，早めの投票
をおすすめします。また，「住民票を移していないか
ら投票できなかった」という声を聞きますが，住民票
を移していなくても，不在者投票を利用すれば投票が
可能です。来年 7月の参議院選挙に向けて，「不在者
投票 自治体名」で検索して，手続きを確認してみて
ください。
　次に，投票先の決め方についてお話しします。ま
ず大前提として，投票はテストではありませんし，
100％自分の意見に合う政治家はほとんどいません。
だから，誰かに投票するのが正解で，誰かに投票する
のは間違いという話ではありません。選挙は 4年に 1

回行われます。その都度，自分の考えに最も近いと思
う人に投票する。それで十分です。
　私たちは投票先の考え方として，主に 3つの視点を
提案しています。まず 1つ目は政策ごとに考えること
です。日常生活での困りごとや興味のある分野から出
発し，それに関連する政策を掲げる政党や候補者を調
べてみるのが効果的です。例えば，学生であれば奨学
金の負担，バイトの多さなどが課題ではないでしょう
か。その場合，高等教育の無償化や学費削減を掲げる
候補者に注目することが考えられます。自分の身近な
問題を起点に選挙を考えることは，決してわがままで
はなく正当な行動です。
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　2つ目の視点は，自分が関心を持つテーマを軸に
候補者や政党を選ぶことです。例えば，教育や貧困，
ジェンダー平等など，各自が重要だと感じる分野が，
何かあると思います。自分が大切にしている価値観や
課題意識を基準に選ぶことは，納得のいく判断につな
がります。
　3つ目は，候補者が実際にどのような発言をしてい
るかを調べることです。候補者のコメントや発言を見
てみると，「これは共感できる」「これは違う」と感じ
ることがあると思います。具体的発言を確認して候補
者の考え方や価値観を知ることは，選択の材料になり
ます。場合によっては，消去法で選ぶことも合理的で
しょう。このように，政策や発言を参考にしながら，
自分なりの基準で投票先を選ぶことを大切にしてくだ
さい。
　もう 1つ重要なものとして，政党ごとに考える方法
があります。党議拘束をご存じでしょうか。先ほど，
候補者ごとに政策を見る方法を紹介しましたが，候補
者の所属政党の方針によって，その候補者の意見が反
映されない場合があります。例えば，A党の議員が政
策 Bに賛同し，「私はこれを実現します」と訴えて当
選したとしても，A党自体が政策 Bに反対している
場合，議会での法案審議の投票時に反対せざるを得な
くなることがあるのです。そのため，関心のある政策
がある場合，議員だけでなくその人の所属政党がどの
ような立場を取っているのかも確認しておくことが大
切です。
　わかりやすい例として選択的夫婦別姓を挙げます。
多くの政党は賛成していますが，自民党と日本維新の
会は反対寄りの立場を取ることが多いです。これらの
党に賛成の意見を持つ議員がいたとしても，政党とし
ては賛成に動いていないので，その人たちの意見はか
き消されてしまっています。
　そして，候補者の属性を基準にする方法もありま
す。属性の例には，年齢，性別，子育て経験の有無，
職業経験，地元出身かどうかなどが挙げられます。属
性に基づき，「若者目線の政策を増やしてほしい」「地
元のことをよく理解している人に話をしてほしい」と
いった観点から候補者を選ぶのです。近年では，候補
者や政党に関する情報はインターネット上で容易に調
べられます。候補者がホームページや SNSでどんな
ことを言っているかを見てみてください。

1-5．投票以外の政治参加

　ここまでが選挙に関するお話でした。「社会をつ

くっているのは誰か？」と問われたときに，「私たち」
と自信を持って答えられるようにするため，みなさん
には政治に関わってもらいたいと考えています。その
ため，政治に関わる手段，政治参加の方法は投票だけ
ではなく，様々な形があることも覚えておいてほしい
と思います。
　その 1つが署名活動です。「選挙.org」で署名をし
たことがある方もいるかもしれませんが，署名を通じ
て何かの必要性などを訴えることができます。また，
政治家に直接話をしに行くことができます。市や町の
議員に要望を伝えたり，「こういう法案がほしい」と
請願書を提出したりするのも有効な方法なのです。さ
らに，行政が募集するパブリックコメントへの参加と
いう方法もあります。例えば，「ここにベンチを置き
ますがどう思いますか？」という意見募集に対して回
答することも立派な政治参加です。
　また，デモへの参加もあります。「デモって怖い」
「デモに参加しても意味がない」という声を聞くこと
もありますし，たしかにデモをしても政治は大きく変
わらないかもしれません。ですが，社会が変わるきっ
かけは，誰かが声を上げることです。例えば，女性に
参政権が認められたのも，過去の女性たちが「なぜ自
分たちは投票できないのか」と声を上げたことがきっ
かけです。0から 1をつくり出す行動として，デモも
大切な政治参加です。
　自治体が主催する市民会議に参加するのも良い方法
です。自治体が市民の意見を聞くために開催する会議
は，市のホームページなどで参加者が募集されていま
す。また，私たちは今，「18歳にしないのは憲法違反
である」として立候補可能年齢の引き下げを司法の場
で訴えていますが，こうした公共訴訟も政治参加の 1

つです。そして最後に，立候補すること自体も政治へ
の参加の方法です。以上で政治に関するお話はひとま
ず終わりにします。

1-6．NO YOUTH NO JAPANのこれまでの活動

　ここからは私たちの団体，NYNJの話をします。
NYNJは，2019年の参議院選挙の時に SNSでのムー
ブメントからその歩みをスタートし，5周年の節目を
迎えました。当初は，本当に小さな規模で，自分の妹
や弟に伝えるような感覚で始めた活動でした。「友人
が数人シェアしてくれたら嬉しいな」という程度で
したが，わずか 2週間でフォロワーが 1.5万人に増え
ました。その勢いに乗って任意団体となり，1年後の
2020年 7月 21日には一般社団法人の法人格を取得し
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ました。
　2020年は新型コロナウイルスの蔓延に伴って緊急
事態宣言が発令され，社会全体でオンライン化が進み
ましたが，その中でコロナに関する情報を解説する
投稿をしました。また，Black Lives Matter (BLM)の
ムーブメントに関連した投稿も行い，徐々にフォロ
ワーが増加しました。一部のメンバーは，自治体の投
票率を上げるための取り組みを市役所の職員に提案す
るなど，自分が住んでいる地域での活動も展開しまし
た。
　私は 2021年の 3月頃，この団体に加わりました。
2021年には，NHKなどのメディアに取り上げられる
ようになるなど，活動がさらに広がり，フォロワーは
5万人に達しました。この年は，国会議員との対談を
Instagramでライブ配信したり，Meta (Meta Platforms, 

Inc.)から資金援助をもらってイベントを開催したり
もしました。この年には，森喜朗 ･東京五輪・パラリ
ンピック大会組織委員会会長の「女性がたくさん入っ
ている理事会の会議は時間がかかります」という発言
をきっかけに，ジェンダー平等に関する議論が活発化
しました。これに関連した活動でもフォロワーが増え
ましたし，以前から進めていた VOTE FORという企
画が，選挙管理委員会の支援を得て拡大するなど，大
きな進展がありました。
　2021年 10月の衆議院選挙は，私たちにとって大き
な活動でした。当時の活動は，選挙のない時期は比較
的落ち着き，選挙の時期に集中してがんばるというも
のでしたが，このときは様々なことに取り組みまし
た。まず，先ほども述べた本を出版しました。他に
は，「だから選挙に行かなきゃ」というキャンペーン
を軸に Tシャツを制作したり，U30のフォロワーの
人たちの生の声を発信するアカウントを新たに開設し
たりもしました。毎日新聞とは共同で候補者アンケー
トを実施し，さらに HUFFPOSTと公開討論を開催す
るなど，短期間で多くの企画を精力的に展開しまし
た。これらの取り組みは，2022年の参議院選挙の際
にも続けられました。
　2021年の活動に全力で取り組んだ後，組織は疲弊
していました。活動はさざ波のように停滞し，たまに
投稿がある程度で，組織全体が止まってしまっていま
した。そんな中，「そろそろ何かしなければ」という
気運が高まり，2022年の参議院選挙に向けて再び活
動が立ち上がりました。各地域の選挙管理委員会と協
力する取り組みをしたり，コロナ禍が徐々に収束し始
めたことを背景に，投票案内所の設置など対面での活

動も増やしました。
　私が加わった 2021年の 3月頃は，立ち上げメン
バーやそれに続く世代が中心となり，意思疎通もしや
すい環境でした。彼女らは友人同士でつながりが深
く，さらに留学などを通じて様々な経験を積んだ上で
活動に参加していました。そのため，選挙キャンペー
ンを精力的に進めることができていました。
　しかし，2021年の衆院選の後，立ち上げメンバー
の多くが卒業や就職で団体を離れ，運営は厳しい状況
に陥りました。リーダーも体制も引き継ぎが整わず，
活動は自転車操業状態で，止まってしまう場面も多々
ありました。2022年は，リーダーを務められる人材
も不足し，組織全体が模索しながら進むような状況で
した。
　それでも，「何かをやらなければならない」という
思いで動き始め，追い立てられるように進めたのが
2022年の活動でした。厳しい状況の中，活動を少し
ずつ再開し，結果として参議院選挙に向けた取り組み
を形にすることができました。この年，私は投票案内
所での活動を担当したのですが，実際には右も左もわ
からず，本当に大変でした。
　この頃の組織は，やる気，モチベーションだけで成
り立っているような状態でした。参議院選挙の際に
は，全国の候補者情報をインスタへの投稿によって告
知する活動を行いましたが，それだけでは十分ではな
いと感じていました。「もっと戦略的，長期的な計画
をもって動かなければならない」と考え，先ほども述
べた日本総研と連携した若者の政治意識に関する調査
を行うなど，より具体的に社会の仕組みを変える活動
を模索し始めました。
　その中で団体としての長期的な価値を見つめ直す機
会をつくり，2023年には立候補可能年齢引き下げプ
ロジェクトを始めましたが，この年も停滞期でした。
前年の参議院選挙を担ったメンバーの多くが卒業して
しまったことで，活動が落ち着いてしまう状況が続き
ました。そして統一地方選挙の際には，解散の危機に
瀕するほどでした。実際に動いていたのは，私ともう
1人のメンバーだけという状況で，「NO YOUTHを解
散しませんか？」というメッセージが Slackに流れた
ほどでした。それでも，残ったメンバーが奮起し，統
一地方選挙に向けた投稿をするなど，どうにか活動を
続けました。
　9月には私がデンマークに留学し，数人のメンバー
と視察を行いましたが，振り返るとこの視察には課題
がありました。参加者は活動に慣れたメンバーが中
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心で，新しいメンバーや大学 1・2年生が参加できな
かったことが反省点です。そもそも私の留学より前
に，立ち上げメンバーたちがデンマークの民主主義の
景色に感動した経験が団体設立のきっかけであったこ
ともあり，次世代を担う若いメンバーにその景色を見
せられなかったのは惜しいことでした。さらに，修学
旅行のような雰囲気になってしまったからか，参加メ
ンバーのその後の積極的な活動にはつながりませんで
した。これも反省点の 1つですね。
　2024年に入り，本格的に立候補可能年齢引き下げ
プロジェクトを進めることになりました。イベントや
国会に関する投稿を行いながら，戦略的に活動を展開
しています。被選挙権年齢の引き下げを実現するため
に必要なことを整理し，コミュニティ・オーガナイジ
ングの講座を受けたり，他団体へのヒアリングを通じ
てロビイングのノウハウを学んだりしました。また，
「6月までに引き下げに関するイベントを成功させる」
という具体的目標を掲げ，NYNJにとっては長期的な
視野で活動を展開しています。
　その結果，「立候補可能年齢の引き下げが 2024年の
総裁選で争点の 1つになる」という目標が，徐々に現
実味を帯びてきました。実際に河野太郎氏が総裁選の
公約として SNSに投稿したり，テレビ出演の際に話
題にしたりするなど，話が少しずつ進展しています。
ここまでの今年の活動を通じて，場当たり的，打ち上
げ花火的にするのではなく，数年後も見据えた戦略を
立て，それに基づいて行動することの重要性を改めて
実感しました。そして，現在も引き続き活動を進めて
います。

Ⅱ．対談

2-1．聞き手（担当教員）の感想

神　吉： 受講生のみなさんと同じ大学生のうちに，多
くの，そして大きな経験をされてきたことが
よく伝わったと思います。足立さんのお話は
みなさんからすると大きなものが多く，もし
かすると「自分とは違う世界の話だな」と感
じてしまったかもしれません。だけど，そう
した無力感はとても危ないんです。    

　足立さんには，この授業の前に僕の 3年生
ゼミに参加してもらいました。そこでは，ゼ
ミ生が政治にどのような関心を持っているの
か，先日の選挙に行ったかどうかなどを話し
ました。その中で，「自分が 1票を入れても

世の中は変わらない」と考えてしまう人が少
なからずいることが確認できました。こうし
た無力感が垣間見える考えは，投票に行かな
いことを正当化してしまいます。また，「彼
女は早稲田だからこれだけのことをしてい
る」「自分は追大だから関係ない」などと考
えるタイプの無力感も，新たな行動の邪魔を
します。「変わらない，関係ないから適当に
入れとけばいいや」という考えに流れてしま
うのは残念だし悲しい。大切なのは，足立さ
んのお話を抽象的に捉えて参考にし，自分
はどこで何をできるかを考えることです。  

　もう 1つ，ゼミや授業でよく話しているお
話をします。それは「上司や会社の命令は絶
対であり，それに対して自分の意見を言って
はいけない，言う資格なんてない」という考
え方は危ないということです。バイト先の店
長さんなど，立場が上の人の意見に従う場面
は多いでしょうし，基本的にそうすること
は組織での協働において大切です。ですが，
「自分の意見なんて言うべきではない」「上の
意見にはどんなことがあっても黙って従うべ
きだ」と考えるのは違います。少しでも違和
感があれば，それを声に出してほしいと思い
ます。そして，そうするためには「自分に
は，自分の身の回りの世界を変えられる」と
いう信念を持つことが必要です。   

　大学の先生の話も絶対だとは思わないでく
ださい。意見を持ち，「どこがどう問題なの
か」「もっとこうしたい」ということを，対
話を通じて伝えられる力をつけてほしいと
思っています。そもそも「意見を言ってもい
いのだ」という意識をもっと持ってほしいの
です。教員と学生という関係はありますが，
人間としては平等です。平等の認識をスター
ト地点にする。足立さんのお話に触発され
た，僕からのメッセージは以上です。

2-2．NO YOUTH NO JAPANの組織

神　吉： ここからの後半は，主に経営組織論の観点
からの質問を通して，さらにご経験を共有
していただきます。まず理解の前提として，
NYNJのメンバーは今何人ですか。

足立氏： 現在，団体の趣旨への賛同などを問うメン
バーフォームに回答し，登録しているメン
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バーは 60人います。ただ，活動にはグラ
デーションがあり，コアで動いているのは
2，30人です。全体的には大学生と社会人が
半々で，だいたい 15人ずつくらいです。以
前は高校生もいました。よく驚かれるんです
が，NYNJは 4人の立ち上げメンバーを含め
てほとんどが女性です。男性は，私の把握で
は 3人くらいです。ただ，性自認は男性・女
性の 2枠だけじゃないですしいろいろなメン
バーがいるので，全体の構成を正確に把握す
るのは難しいですね。

神　吉： 30人ほどのアクティブメンバーで，いくつ
のプロジェクトを進めているんですか。

足立氏： 大きなものはインスタ，シンクタンク，そし
て立候補年齢引き下げの 3つです。

神　吉：アクティブなメンバーの年齢構成は。
足立氏： アクティブメンバーは大学 3，4年生が中心

です。社会人は立ち上げメンバーと同じ 25，
26歳が中心です。

神　吉： 立ち上げの中心メンバーの中に，能條桃子さ
んがいるんですね。先日の衆議院選挙のとき
には，荻上チキさんや武田砂鉄さんらと一緒
にラジオ番組に出ていらっしゃいました。今
年の 2月には，茨木市のローズWAMでのイ
ベントにも登壇されています。NYNJのプロ
ジェクトを立ち上げ，牽引されたカリスマ的
な方ですね。     

　組織の話に戻します。早稲田以外の大学の
人たちも参加しているんですか。

足立氏： そうです。基本的に Zoomや Slackを使って
活動しているので，海外にいるメンバーもい
ます。関西だと大阪大学や神戸薬科大学など
ですね。

2-3．プロジェクトを通した外部との関わり

神　吉： Slack上では，週にどのくらいの時間活動し
ていますか。企業とも連携しているというこ
とは，ゼミのように週に 1回程度ではなく，
毎日かなりのペースで活動されていると想像
します。

足立氏： 正確な定量データは取っていませんが，中心
メンバーは毎日 Slackを開いていると思いま
す。作業時間は 1日あたり 2時間程度ではな
いでしょうか。別途，定期的にミーティング
があります。私は Slackでの返信作業も含め

て，毎日何か行っています。
神　吉： かなり忙しいですね。活動の中には，例えば

Metaや日本総研のような大企業とのやりと
りもあるとのことですが，先方の担当者は何
人くらいで，どのような年齢層の方が関わっ
てるんでしょうか。

足立氏： 日本総研さんの場合，向こうのチームは 4人
くらいで，40代から 50代の方々ですね。

神　吉： その日本総研のチームと，どのような活動を
していますか。

足立氏： 日本総研と関わるシンクタンクチームには
リーダーが 1人いて，その下に 6人ほどメ
ンバーがいます。大学生が中心で，主に大
学 3，4年生ですね。日本総研は，基本的に
私たちの調査プロジェクトに対してフィード
バックをくれる，いわば伴走者の立場です。
私たちの「こういうことが社会に必要だ」と
いう提案に対して，壁打ち相手になって「こ
ういう調査をしたらどうか」という感じで意
見をくれます。3週間に 1回，定例ミーティ
ングを行っています。

神　吉： その準備でも鍛えられる実感がありますか。
足立氏： そうですね。ミーティングの準備は基本的に

私たちが担当していて，アジェンダを作成し
て臨んでいます。どちらかというと会社に近
い感覚だと思います。

神　吉： 学生のうちにそんな経験を積んでいるのはす
ごいことですね。やろうと思えば，それだけ
のことができるんだと。衆議院議員とお話を
したというのもスケールが大きい話です。

足立氏： 河野太郎さんが総裁選で立候補年齢に言及さ
れた件は突然のことで，本当に驚きました。
ニュースを見ていたら「立候補可能年齢を
18歳に引き下げる」みたいな話が出て，私
たちもざわざわしました。

神　吉：直接働きかけたわけではないんですか。
足立氏： そうですね。ただ，自民党の議員にはかなり

話をしていました。国会議事堂の議員会館で
院内集会を開き，立候補年齢の引き下げにつ
いて現状を説明したり，議員連盟に提案した
りしました。そういった話をどこかから聞い
て，河野さんが言及してくれたのではないか
と思います。

神　吉： 議員に会いに行って話をするというだけで
も，ハードルの高いことですよね。
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足立氏： 意外と話してもらえることも多いですよ。市
議会議員の方は，気軽に話を聞いてくださる
ことがあります。

神　吉： 茨木市議の福丸さんは，朝に JRの駅などに
立って挨拶する活動をされています。そのと
きに直接「あの道をなんとかしてほしい」な
どとお願いするのは 1つの手段ですね 5。国
会議員に話をする際は，どのような手順を踏
むのでしょうか。

足立氏： ロビイング活動の一環でお願いに行くのです
が，特有のルールややり方があります。国会
議員に会うのは，コネクションがないと難し
いです。     

　そもそも国会議員はとても忙しいので，時
間を取ってもらうのは大変です。地元と東京
を行き来することも多いので，直接会うには
事前にアポを取る必要があります。議員さん
を支援している方に紹介してもらったり，私
たちが 5年続けてきた活動を支援してくださ
る議員さんに頼んだりする形です。

神　吉：それはメールでやり取りするんですか。
足立氏： メールも使いますが，能條が秘書さんに電話

することもあります。ですが，国会議員の方
に会いに行くときには，どうしてこんなに話
を聞いてもらえないんだろうと感じることも
少なくありません。

神　吉： 僕は衆議院議員と話をしたことはありません
ね。福丸さんの他には，大阪市議会議員に小
中高の同級生がいますが，国会議員との接点
はないです。

足立氏： 私もこの活動に関わっていなかったら，国会
議員の方と話をするなんて機会はなかったと
思います。

神　吉： ある団体やコミュニティに所属することで，
思わぬところにアクセスできるようになるこ
とがありますよね。追大の学生という立場
も，使おうと思えば活用できるんです。自分
では何も持っていないと思っていても，外か
ら見ると意外とそうでもないこともあるもの
です。

2-4．年長のメンバーとの関わり

神　吉： 企業では自分より年上の部下を持つことは珍
しくないけど，大学生のうちにはそのような
機会はあまりありません。NYNJのメンバー

の中には年上の方もいますよね。年上の方と
はどのように接していますか。

足立氏： 正直，最初はかなり気を遣っていました。能
條を含む立ち上げメンバーの 4人はカリスマ
的な存在で，いわば教祖のような雰囲気があ
りました。ミーティングに参加しても会話の
中に入っていけず，萎縮してしまうことも多
かったですね。     

　でも，それは話せない私が悪いのではな
く，新しいメンバーが話しやすい雰囲気をつ
くれないその 4人に原因があるんだと思うよ
うになりました。今では「そのあたりを改善
した方がいいですよ」と少しずつ指摘してい
ます。最近は世代交代が進んで，雰囲気が変
わりつつあると思います。

神　吉： ポジティブな発想の転換ですね。大学のゼミ
でのグループワークでもそうですが，どうし
ても話せない人はいます。でも，それはその
人の問題ではなく，他のメンバーが話し続け
てしまうことや話しにくい雰囲気が原因なの
かもしれませんね。

足立氏： そうですね。誰かを敵にしてしまっていない
か心配ですが。

神　吉： 今，リーダーの立場で気をつけていることは
ありますか。

足立氏： そうですね。大学 1年生の頃は後輩がおら
ず，年上に囲まれて自由に好きなことができ
るポジションでした。でも，後輩が入ってき
てからは，自分が上の立場として話しやすい
雰囲気をつくらなければいけないと思ってい
ます。これは，後輩たちがいることで自然に
感じられるようになった課題です。  

　また，20代後半になった能條が，前期若
者と後期若者では見える景色が違うと言って
いました。それが共同代表制になった理由の
1つなのですが，たしかに私自身にも，高校
生のメンバーの考え方が少しずつ理解しづら
くなってきたと感じたことがありました。常
に自分の視点を振り返りながら，若いメン
バーの目線を意識するようにしています。  

　能條とは今，一緒に住んでいます。これ
も不思議な話ですよね。「上司と一緒に住む
の？」なんてよく言われますけど，友達みた
いな関係です。

神　吉： 今の話にはいろいろとおもしろいところがあ
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ります。政治に関する活動をされているわけ
ですが，端的に言えば，日本がより良い国に
なるための理想を追求する活動ですよね。こ
れに関連して内田樹さんが，政治活動をする
人たちは，自分たちの組織が理想の縮図であ
るように活動しなければならないという趣旨
のお話をしています（内田， 2010）。つまり，
今の NYNJが将来の日本のモデルになるよ
うな組織であるべきだと。日本の政治課題が
NYNJの運営の中にどのように存在し，どう
対処されているのか。そのあたりはいかがで
すか。

足立氏： 実は同じようなことをデンマーク留学の際の
視察で感じました。デンマークの若者団体
は，団体内の民主主義がすごくしっかりして
いて，「『デモクラシーが大事』と言っている
団体が民主主義を実践できていないのはやば
いよな」と思わされました。

神　吉： ある種，独裁みたいな状況になっていること
があるんでしょうか。

足立氏： そこまでとは言いませんが，やはり立ち上げ
メンバーの意見が強くなりがちで。デンマー
クに行った当時は，ディレクターと呼んでい
た運営メンバーが中心となって進めていまし
た。その構造の中では，私のようにディレク
ターに近い立場の人しか積極的に意見を言え
ない状況があったんです。ディレクターの役
目は挙手制で，私の友達が手を挙げてくれる
こともありましたが，やはり意見を出せるメ
ンバーは限られていた。そこで，ちゃんと選
挙をやる必要があると考えるようになり，今
年の 3月に代表選挙を実施しました。

神　吉： 具体的にはどのような仕組みをつくったんで
すか。

足立氏： NO YOUTHには理事が 9人いるのですが 6，
その理事となる各チームのリーダーを選挙で
決める形を取りました。それぞれのチームの
代表が理事会に入る，いわば議会のような構
造です。THINKTANK系の理事や立候補可
能年齢引き下げプロジェクトの理事，組織運
営系の理事など，それぞれの役割がはっきり
とするように設計しました。これにより，責
任の所在や決定権を明確化することをめざし
ました。

神　吉：その理事会の体制は今年度からですか。

足立氏： 今年度から導入しました。2024年から 2026

年の 3月までコミットできる人，また，10

年先のことを一緒に考えられることなどを選
出基準とし，代表理事選挙と理事会選挙を行
いました。選出プロセスも透明性を重視し，
誰を，なぜ選んだのかを団体全員が見られる
形で公開しました。選ばれた人は定例会でス
ピーチをして，信任・不信任の投票を経て決
定します。

神　吉： この仕組みをつくったのは誰ですか。
足立氏： 私と能條の 2人です。2人で協力してつくり

ました。

2-5．理事会の仕組みと意思決定

神　吉： 理事会の位置づけや運営について教えてくだ
さい。

足立氏： 理事会は月に 1度開かれ，そこでコンセンサ
スを得ることを徹底しています。理事会で合
意し，決定した内容は，全体定例会で共有し
ます。活動としては理事会で合意したことだ
けを実行していて，私たちがトップダウンで
決めるようなことはありません。ただ，理事
会に参加していないメンバーの意見を十分に
反映できるか，という課題はあります。この
点については，各リーダーがチーム内での話
し合いを取りまとめ，理事会に持ち寄る形を
取っています。

神　吉： 意思決定のプロセスにはいろいろな形があり
ますよね。多数決にするのか，全員が納得す
るまで話し合うのか。それとも……

足立氏： 選挙関連のプロジェクトのように重要な議題
については，とことん話し合います。理事会
メンバー同士は比較的仲が良いので，意見を
遠慮なく言える雰囲気があります。疑問点が
あれば，それについてしっかり答えを出した
上で，「じゃあこうしよう」という形で落ち
着くことが多いですね。

神　吉： 多数決は早く決まるので一見効率的ですが，
やり方次第では不満が残ってしまうこともあ
りますよね。

足立氏： 多数決の場合，意見が通らなかったり，決定
した内容に改善の余地がある際にそれがうま
く反映されなかったりすることがあります。
選挙に関するインスタ投稿ではテーマに関す
る投票を行うんですが，多くの票を集めた案
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にも，何かしらの問題点が残っていることが
あるんです。それを補うためには，結果とし
て少数の支持しか得られなかったテーマに投
票した，理事以外のメンバーたちの意見も踏
まえて議論することが大事です。たくさん話
し合うことが，より良い意思決定につながる
と考えています。

神　吉： 1回の理事会でどれくらい話し合ってるんで
すか。

足立氏： 大体 2時間くらいです。でも，それだけでは
終わらないことが多いですね。加えて，理事
会での正式な話し合い以外にも，普段，どう
でもいいおしゃべりみたいなことを結構こま
めにしています。大学で会うメンバーと「最
近どう？」って雑談したり，一緒に住んでい
る能條に，「もっとこうしてほしい」みたい
な話をしたりしています。そういうカジュア
ルなやりとりを自然にできる環境があること
が，意外と大事だと思っています。

神　吉：理事会の記録はどうしていますか。
足立氏： 議事録はきちんと取るようにしています。そ

れが基本ですね。

2-6．民主主義の条件

神　吉： 少し話を戻しますが，デモクラシー，民主主
義の条件はどのようなものだと思いますか。

足立氏： 民主主義は，平たく言えば「自分たちのこと
は自分たちで決める」ということだと思いま
す。先ほどもお話しましたが，団体運営にお
いても，誰かが勝手に決めるのではなく，み
んなで話し合って決めることを大切にしてい
ます。これまでの経験が豊富なメンバーが
「こうしたほうがいい」と提案したものに従
うことが普通になると，新しいメンバーは常
にその人たちに確認を取らなければいけなく
なります。そうすると自分の意見を持たずに
進めることになるし，不安も募る。一方で，
全員が意見を出し合うことで，自分たちで納
得して決めたという感覚を持てれば，個々の
メンバーは判断力を養えますし，組織として
も健全な状態になると思っています。

神　吉： 今のお話は，今日の議論の中でも特に大事な
内容だと思います。前半のプレゼンテーショ
ンも，「社会をつくるのは誰か？」という問
いから始まり，声を上げることの重要性が語

られていました。    

　以前，僕のゼミの 2期生が学生主導でイベ
ントを行ったことがあります。「やりたいこ
とがあるから，先生は補助してください」と
言って，自分たちでルールを決めて，準備か
ら運営まですべてやっていました。軽音部に
も，部員の選抜や運営についていろいろ独自
の仕組みがあると聞いています。追大の中で
も，部活やサークルといった場で，ルールを
決めたり代表を選んだりしている組織は結構
あるわけで，その意味では，足立さんの経験
はそれほど遠い話ではないと考えることもで
きます。     

　特にこれから 3年生，4年生になれば，各
所で責任ある立場になる人も出てくるでしょ
う。そういう人たちには，属人性の高い運営
にしたり，好き嫌いで意思決定したりするの
ではなく，ルールなどの制度を論理的，合理
的に設計することの重要性も意識してほしい
と思います。それに，大学に対して意見を述
べることも考えてもらいたいですね。例えば，
施設の使用について改善を求めるとか。僕ら
に何か訴えるのも練習にもなると思います。
ただ大学の言いなりになるんじゃなくて，自
分たちの意見を言える場をつくる。今日のお
話は，意見を述べるという感覚を持つことの
重要性を教えていただくものでもあったと思
います。      

　極端に言えば，指示され続ける人生でいい
のか，それとも，自分で何かをつくり上げて
いく人生を選ぶのか。自分がやりたいことを
やれると思えるかどうか，そしてそのために
声を上げるかどうかで，本当にこれからの方
向性が変わると思います。

足立氏： 団体の民主主義で言えば，これはニワトリと
卵みたいな話かもしれませんが，声を上げる
ことと同じくらい，声を上げやすい環境づく
りが大事だと思うんです。理事会メンバーと
しては，理事会のメンバーではない人たちが
声を上げやすい環境を徹底的に整えることが
仕事になると思っています。どうしたらもっ
と声を上げやすくなるのかを聞いて，改善し
ていくことで，「言ってもいいかな」「声を上
げたら聞いてもらえるかもしれない」と思え
るような雰囲気をつくっていきたい。そのた
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めには，例えば今後，理事会メンバーの年齢
構成などのバランスを考える必要があるかも
しれません。「みんなで決めること」がただ
のお飾りになって，結局，理事会が勝手に決
めてしまうようなことにならないようにしな
ければなりません。    

　さらに，声を上げたときにそれが通った
り，自分の意見が反映されたりする経験がで
きると，「このプロジェクトをやるよ」と言
われたときの納得感が変わるんです。自分
が「これがいい」と思ってやった結果，数字
が全然伸びなければ，そのショックは自分に
返ってくる。でも，覚悟を持って取り組んで
いれば，得られるものは必ずあると思いま
す。ただやらされるだけの方が自分のリスク
は少ないかもしれないし，理事会が全部決め
てくれた方が楽だと思う人もいるかもしれま
せん。失敗したら理事会のせいにできるの
で。でも，ある程度の覚悟を持って，自分で
リスクを引き受けることで得られるものは結
構大きいと，私は感じています。

神　吉： 今の話を聞きながら思い浮かんだことがあり
ます。まったく関係ない話のように聞こえ
るかもしれませんが，僕の中ではつながっ
ています。ご飯を食べていて，「これはもう
ちょっと塩がほしいな」とか「ここはソース
じゃなくて醤油だろ」と思うことがあります
よね。そう思うなら，一度自分で料理をして
みるとよい。同じように，欲しい服が売って
いないなら，生地を買ってきて自分で縫っ
てみたりリメイクすればいいし，聞きたい
音楽がないなら DTM (desk top music)で作曲
すればいいと思うんです。   

　そうやって，世の中にあるものにお金を
払って「ただ与えられる」んじゃなくて，自
分で何かつくってみる。まったくおいしくな
い料理になってもいいし，すごく変なものが
出来上がっても全然かまわない。とりあえ
ず，与えられ続けることを当たり前とせず，
できるところから自分でやってみるというマ
インドセットでいることは，実は民主主義に
つながるんじゃないかなと，今の話を聞きな
がら思いました。かなりの飛躍はありますけ
れど。

足立氏： たしかに，いろいろなことが 1番わかるのは，

自分でやってみたときですよね。つくってみ
て初めてわかるというのは，投票にも通じる
と思います。実際に投票した後で「この候補
者で本当に良かったんだろうか」とか「自分
がこういう選択をしたのは正しかったんだろ
うか」とか，わからなくて怖いという感覚は，
みんなにあると思うんです。でも，その怖さ
の中で投票することで，投票した候補者が実
際に良い政策をするのかどうかが気になった
りする。そうすると，自分がその選択に近づ
ける気がするんですよね。例えそれがほん
の少しの，1ミリぐらいの変化だったとして
も。それに，その投票先の人がすごくダメな
政策をしたとしたら，そのことも「こういう
ところを見ていたけど，それじゃ足りなかっ
たんだ」っていうフィードバックになる。  

　組織でも同じで，「このプロジェクトをや
りたい」と思ってそこに全力を注いだけど，
結果が全然ダメだったということもある。で
も，その失敗からたくさん学ぶことがあっ
て，それが成長につながるんじゃないかなっ
て思います。そういう意味では，民主主義に
も近い部分があるのかなと感じました。

神　吉： この大学にはWILプロジェクトという，学
生が集まって立ち上げた企画に大学が予算を
付ける取り組みがあります。最初の方にも言
いましたが，こういう機会は，実は大学の中
にいろいろあるんですよね。そういうものを
見つけて，いろいろ試してくれたらいいなと
思います。また，バイト先でも何か提案でき
る機会があるなら挑戦してみてほしいです。
大手のチェーン店だと学生の意見を聞くこと
は難しいかもしれませんが，個人店で働いて
いる場合，「こうしたほうがいい」といった
提案に，店長さんが乗ってくれてやらせても
らえるかもしれない。これは言い換えれば，
お店のお金，資源を使って自分のやりたい
ことを試すという経験になります。  

　もう少し大きな話をすると，会社でも同
じです。会社は「利用してなんぼ」なんで
すよ。「会社に使われている」と思いながら
働くか，「会社の名前やお金，優秀なスタッ
フ，つまり経営資源を使って何かできる」と
思って行動するかで，キャリアや人生は大き
く変わると思います。今，追大の予算を使っ
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て，自分の企画を実現したり何かを試したり
することを考えてほしい。そのための助走と
して，料理みたいに小さなことからでいいの
で，いろいろ自分でやってみてほしい。そし
て，その中には選挙に行くことも含まれると
思います。そういう行動を積み重ねていけ
ば，きっと何かが変わってくるんじゃないか
と思いますね。

足立氏： デンマークで「デモクラシーは筋トレだ」っ
て言われたことがあるんですけど，これが結
構好きな考え方で。例えば，会社で使われ
る側じゃなくて意見を言う側に立つとして
も，いきなり社長室に殴り込むのは怖いじゃ
ないですか。だから，まずは同期にちょっと
話してみて，「そうだよね」みたいな共感を
得たり，それから部長に言ってみたり，少し
ずつ意見を伝えていくようにする。そうやっ
て伝えて，反応を得る経験を積み重ねること
で，「言える筋肉」がついていく。そういう
筋トレを繰り返すことで，社会に対しても声
を上げられるようになるんじゃないかと思う
んです。     

　みんな，自分が言ったことが何かしらの形
で反応を生んでいる，という経験があるん
じゃないかなと思うんです。本当に小さなこ
とでいいんですよ。私の話なんですけど，最
低賃金が上がったのにバイト先の時給が上
がってなくて，「これって法律違反じゃない
かな」と思ったんですけど，店長には言いに
くかったんです。それでも「店長，最低賃金
上がったんですけど……」って小声で言って
みたら，実際に時給が上がりました。それが
本当にうれしくて，「私の声にも力があるん
だ」って感じられたんですよね。政治に関し
ても，こういう経験をみんなで一緒に積み重
ねていけたらいいなと思います。言う練習，
声を上げる筋トレみたいな感じで。

神　吉： 筋トレという表現はすごくよくわかります。
スポーツでも筋トレせずにいきなり動いたら
怪我することもありますから，普段から少し
ずつ鍛えることが大切ですね。それにこれは
仲間の，他の人たちの意識を大事にするとい
う話にも通じますね。みんなが伝えるように
なれば，自ずと他者の意見を受け止める機会
も増えるので。     

　民主主義って，みんなで一緒に，特に立場
や価値観の異なる人たちと一緒に社会をつく
るということが重要なんですよね。多数決
で，同じ趣向の人が多い方が勝つのが当たり
前で，意見が合わない少数派は敗者として無
視してよいという考え方は違うし危険です。
意見が違う人や趣味が異なる人，立場が違う
人を仲間として，どううまくやっていくか。
そのために対話をする，意見を述べ合うこと
が，民主主義の実践だと思います。政治って
大きな話のように聞こえるかもしれないけ
ど，実際には日常生活の中にたくさん要素が
あるんですよね。

足立氏： 本当にその通りで，意外と身近なところに政
治はたくさんあるんだと思います。一緒に社
会をつくるというのは教室でも同じだと思っ
ていて。例えばクラスでも，そこにいる人た
ちはそれぞれ違いますよね。でも，文化祭み
たいに「クラスで何かやらなきゃいけない」
ときに，みんなの意見をどう合わせて，みん
ながやりたいものを実現していくのか。そう
いうプロセスって，めちゃくちゃ政治的だと
思うんです。クラスの 1人ずつにそれぞれ意
見があって，それは平等ですよね。「お金持
ちの子だけの声が通る」わけではなくて，み
んなの意見が平等に扱われる。そんな中でど
うやって合意をつくり上げていくのかは，本
当に政治そのものだと思います。

神　吉： 組織論でも政治的スキルという，いわゆる利
害調整能力を測定する概念があります 7。同
じ話を繰り返しますが，みなさんが所属して
いるゼミや部活，サークルなどで，誰かが
やってくれる，与えてくれるのを待つだけで
はなく，自分で少し勇気を出して，何かを変
えてみようと行動してください。大学生のう
ちにそういう練習，筋トレをしておかない
と，会社に入ってから急に意見を言うのはな
かなか難しいと思います。だから，今のうち
に「言うべきことは言う」という習慣をつけ
ておくことが大切です。ゼミなどの場で，年
齢が離れていて立場も異なる僕たち教員を相
手に意見を伝える。大学はそういった形で，
民主主義の練習の場と考えることもできると
思います。
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注
1 同講義の受講者に加えて，成熟社会研究所の所員である
経済学部・長町准教授のゼミ生，および 2名の学外から
の参加者が聴講した。なお，イベントの 2日前の 10月
27日（日）には，第 50回衆議院議員選挙が行われた。

2 NO YOUTH NO JAPAN 編 集， 青 井 未 帆・ 宇 野 重
規・ 大 庭 三 枝・ 古 田 大 輔・ 三 浦 ま り 著 （2021）．
『YOUTHQUAKE：U30世代がつくる政治と社会の教科
書』よはく舎．

3 ニュースリリース「U30世代の投票率向上のための施
策案について」『日本総研』2022年 12月 15日， https://
www.jri.co.jp/page.jsp?id=104071 （2025年 2月 14日閲覧）

4 貧困や差別，環境問題などの社会課題の解決に，ビジネ
スを通して取り組む者が，社会企業家と呼ばれている。

5 学外からの参加者の 1人は，茨木市議会議員の福丸孝之
氏であった。

6 6チームの代表（メディア 2名，シンクタンク 1名，ア
ドボカシー（立候補可能年齢引き下げ）1名，組織運営
などバックオフィス 2名）と，監査 1名，代表理事 2名
（足立氏と能條氏）から成る。

7 政治的スキルは，個人が何をされたら喜び，何を失いた
くないのか，どんな希望をもっているのかを理解する他
者の利害を理解することと，その理解を基に自身や組織
の目標達成に役立つよう他者の行動に影響を及ぼすこと
から成る（Kimura， 2015）。

【参考文献】
内田樹 （2010）．『邪悪なものの鎮め方』バジリコ．
Kimura, T. （2015）. A Review of Political Skill: Current Research 

Trend and Directions for Future Research. International 
Journal of Management Review, 17 (3), 312-332. 
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Ⅰ．概要および過年度の取り組み

追手門学院大学（以下，大学という）成熟社会研究
所（以下，成熟研という）が実施する地域連携プログ
ラム「小豆島プロジェクト（以下，プロジェクトとい
う）」は，学生研究員主体の産学官連携活動で，2024

年度で 9年目を迎えた。
2016年度の小豆島の Iターン・Uターン者を対象
とした共同研究調査がきっかけとなりプロジェクト化
し，姉妹都市である茨木市と小豆島町を大学生がつな
げて活性化していくことを目的に，様々な地域連携・
交流企画を継続的に実施している。
授業やゼミといった正課活動ではないため，あくま
で参加したいと希望する学生らの自主性によって成り
立っているプロジェクトである。
代表的な企画としては，両都市がコラボしたクラフ
トビール（しそとことんシリーズ）の商品化とその販
売がある。その他，コラボメニューの発案，両都市の
高齢者や高校生，子どもとの多世代交流イベント，各
種祭りイベントへの参加など，活動は多岐にわたる。
先輩学生メンバーから引き継いでいるプロジェクト
のゴールは【小豆島の秋祭りへの参加】と【島でのイ
ンターンシップ開催】である。それらを意識しなが
ら，島民との関係性を深め，島の人たちに「おかえ
り」と言ってもらえるような存在を目指している。
本稿では，2024年度の活動を紹介するとともに，
学生メンバーの参加動機や目的意識などを記したい。
なお，過去に 5回掲載報告しているレポートは以下
の通りである。プロジェクトの立ち上がりから過年度
の取り組み詳細は以下を参考にされたい。
また，学生メンバーとしてプロジェクトに参加した
のち，大学院進学後も「総合プロデューサー」という
立場で後輩メンバーをサポートした小林史門氏の報告
も，2022～ 2023年度の活動を知る上で貴重な資料と
なっているため，併せて記載する。

 

1： 学生チームによる小豆島調査―Iターン・Uター 

ン，産業から瀬戸芸まで ~島外の若者視点を通

じて―（中川，追手門学院大学 成熟社会研究所

紀要 第 1号，2017）

2： 学生チームによる小豆島プロジェクトの活動記録

―赤しそクラフトビール商品化までの産学連携と

学生の成長の軌跡―（中川，追手門学院大学 成

熟社会研究所紀要 第 5号，2021）

3： 学生チームによる「小豆島プロジェクト」6年目 

の進化と変化―コラボクラフトビールがふるさと 

納税返礼品になるまで―（中川，追手門学院大学 

成熟社会研究所紀要 第 6号，2022）

4： 学生チームによる小豆島プロジェクトの活動報告

2022 ―7年目，新たな交流企画の提案と取り組み

―（中川，追手門学院大学 成熟社会研究所紀要 

第 7号，2023）

5： 学生チームによる小豆島プロジェクトの活動報

告 2023 ―産学官連携の取り組みの多様化―（中

川，追手門学院大学 成熟社会研究所紀要 第 8号，

2024）

6： 小豆島プロジェクトでの活動を振り返って―2022

年度・2023年度の活動に着目して―（小林，追

手門学院大学 成熟社会研究所紀要 第 8号，2024）

 

Ⅱ．2024年度の活動

2-1．メンバー構成

2024年 11月時点のメンバーは合計 19名であった。
11月のイベントを終えると，4-5期生 6名（4年生）
がプロジェクトを卒業するため，2025年 1月時点で
は合計 13名となっている。構成としては， 6期生 7名
（3年生：2年生＝ 4：3），7期生 6名（1年生）。6期
生は地域創造学部と社会学部の，7期生は地域創造学

プロジェクトレポート

学生チームによる小豆島プロジェクトの活動報告 2024
―メンバーの参加動機・目的意識について―

中　川　啓　子
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部と経営学部と心理学部の学部混在チームとなってい
る。なお，男女比は，4：9である。
本稿執筆時点では，6期生が中心となって運営して
いるが，各活動に 7期生を入れながら，内容を引き継
いでいくことを意識している。
メンバー募集に関することは，2-4.に記載する。

2-2．活動内容

2024年度も小豆島・茨木市の各所と連携した様々
な取り組みが展開された。表 1にピックアップした
11の取り組みのうち，7割の 8つが前年 2023年度に
も実施した継続的案件，3つが新規案件（本年度のみ
の単発事案含む）となっている。
各企画の実施に於いては，企画・調整してまとめる
メイン担当者（リーダー，窓口，プロデューサー的役
割）を中心に複数あるいは残り全員のメンバーが作業
や運営にあたるという形は前年と変わらない。
なお，こういった企画活動以外にも，「新メンバー
募集」「新メンバー対象勉強会の開催」「報告書の作
成」といった全体に係る活動も併せて行っている。

実施日 _取り組み内容（関係協力連携先）
※時系列

2023年度
実施あり

（1） 6/20_しそちぎりワークショップ（農事
組合法人 見山の郷交流施設組合）

●

（2） 8/6_いばらきフレンドリーキャンプ（茨
木市，小豆島町）

●

（3） 8/9_サンシャイン会創立記念夏祭りへの
参加（小豆島社会福祉法人サンシャイン
会）

（4） 9/5-6_コラボビール仕込み体験（まめま
めびーる 他）

●

（5） 9/28-29_小豆島・茨木 EXPO2024への参
加（日本の【食】まつり実行委員会，茨
木市，小豆島町）

（6） 11/16_小豆島中央高校「しまのみらいプ
ロジェクト」との連携

（7） 地産地消コラボメニュー企画「ねり天」
（藤熊食品，小豆島ヘルシーランド）

●

（8） 11/23-24_茨木市農業祭 [パネル展示・
ブース手伝い・コラボメニュー販売 ]
（茨木市，小豆島町，まめまめびーる，
小豆島手延素麺協同組合　他）

●

（9） 12/13_島民とのオンラインスポーツ大会
（小豆島社会福祉法人サンシャイン会，
茨木西高等学校，茨木高等学校，茨木市
社会福祉協議会）

●

（10） 12/26_茨木市への表敬訪問，ヒアリン
グ（茨木市）

●

（11） 2/16_コラボビールのイベント販売（茨
木市自治会連合三島地区，三島コミュ
ニティセンター，かどや酒店）

●

表 1　2024年度のプロジェクトの取り組み

以下，各取り組みの概要について簡単に説明する。

（1） しそちぎりワークショップ

コラボクラフトビールの副原料となる赤しその葉を
茎から外していく下作業を行う，学生参加型のワーク
ショップ（2024/6/20）を今期も実施した。茨木市の
見山の郷交流施設組合から仕入れた赤しそは，茎・根
を含めた総重量 32kg，前年と同量となった。本学の
教室を会場に，メンバーや一般学生ら，数十名の学生
が数時間かけて作業した。プロジェクトメンバー自体
が増えていることもあり，作業時間は年々短く済むよ
うになっている。また，作業と同時に会場内では新メ
ンバー面接も行われた。（図 01，図 02）

図 01　しそちぎりワークショップチラシ
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（2）いばらきフレンドリーキャンプ

2023年度，茨木市からの依頼により，姉妹都市で
ある茨木市と小豆島町，両都市間の小学生対象の交流
事業「いばらきフレンドリーキャンプ」の「大学訪問
プログラム」について，プロジェクトとして受け入れ
協力を行った。その取り組みが評価され，本年度も本
学研究企画課を通じて同様の依頼があり，学生メン
バーを中心に対応（2024/8/6）した。
前年度は小豆島町の小学生だけであったが，2024

年度は小豆島町と茨木市，両方の小学 6年生が合わせ
て約 30名が来学し，夏休みのひと時を過ごした。
受け入れプログラムとしては，前年度の「謎解き
ゲームによる大学ツアー」を参考にアレンジを加え，
「クイズ＆ゲーム体験による大学ツアー」とした。
大学生と一緒に，両都市に関するクイズやゲームを
体験しながら大学の建物を巡り，順に手に入れたパズ
ルのピースを最後に組み立てると，小豆島や茨木のス
ポット写真となる趣向である。体験プログラムとし
て，茨木北部の間伐材を使ったコースター作りを行う
木工体験を組み入れ，子どもたちには思い出の品とし
て持ち帰ってもらった。
①大学（総持寺キャンパス）の建物を巡る見学要
素，②茨木・小豆島・姉妹都市についての知る学びの
要素，③大学生とのふれあい要素を織り交ぜた，複合
体験プログラムとなった。
入ったばかりの新メンバー（6期）が中心となり，

慣れない中で試行錯誤しつつも，プランをまとめて当
日の運営までをやりきった。
参加した小学生の感想コメントには，「クイズでた
くさんのことがしれてよかった」「思い出に残ったこ
とは大学ほうもん」「大学でクイズを全部正解して楽
しかった」などとあり，小学生たちにも印象に残る

プログラムとなったのではないだろうか。（図 03，図
04）

（3）サンシャイン会創立記念夏祭りへの参加

　例年開催の「オンラインスポーツ大会」でお世話に
なっている，小豆島社会福祉法人サンシャイン会よ
り，創立記念夏祭り（2024/8/9）への参加を打診いた
だいた。
　当日は 8名が訪問，祭り運営のお手伝いをしなが
ら，現地島民の方々と交流を深めた。参加学生からも
「地域の方々との距離を縮めることができ，有意義な
時間となった」とコメントをもらっている。（図 05）

図 03　クイズ＆ゲームを楽しむ小学生

（撮影：小豆島プロジェクト）

図 04　木工体験の様子

（撮影：小豆島プロジェクト）

図 02　しそちぎりワークショップの様子

（撮影：小豆島プロジェクト）
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（4）コラボビール仕込み体験

先述（1）の「しそちぎりワークショップ」で準
備した赤しそを副原料に使ってのビールの仕込みが
2024年 9月初旬に行われた。学生 6名（6期生のみ）
が小豆島に渡り，醸造元のまめまめびーる（香川県小
豆郡小豆島坂手）にて，赤しその下洗い，麦芽の粉砕
や煮沸処理などの作業に参加した。
今回のビールは，「しそとこ Saison（セゾン）」と名
付けられ，これまでのビールと比較してもより一層爽
やかでフルーティーな味わいで，赤しその色味・風味
も濃く出た仕上がりとなった。

11月 23日の「茨木市農業祭」から販売をスタート
している。これまで同様，学生の意見やアイデアを
取り入れたラベルデザインとなっている。（図 06，図
07，図 08）

（5）小豆島・茨木 EXPO2024への参加

2025年度の大阪・関西万博開催に向けて，各地で
関連イベントが実施される中，「日本の【食】まつり
実行委員会」が主催する「小豆島・茨木 EXPO2024」
（2024/9/28-29）への参加のお誘いをいただいた。
学生らが小豆島訪問時に交流した企業の方が上記実
行委員会メンバーであったことで，お声かけいただい
たものである。

2日間のうち，1日目（前夜祭）では活動発表の時
間をいただき，2日目（本祭）では小豆島・茨木市か
ら出店している各種飲食物産ブースのお手伝いをしな
がら情報交流をさせていただいた。（図 09）

図 05　夏祭りの様子

（撮影：小豆島プロジェクト）

図 08　しそとこ Saisonチラシ

図 06　ビール仕込みの様子

（撮影：小豆島プロジェクト）

図 07　しそとこ Saison

（撮影：小豆島プロジェクト）
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（6） 小豆島中央高校「しまのみらいプロジェクト」と

の連携

以前から交流のあった小豆島の S氏の紹介で，小
豆島中央高校との連携が実現した。小豆島中央高校が
地域と連携して行っている「しまのみらいプロジェク
ト」の企画に，小豆島プロジェクトも参加協力させて
いただいた。
取り組むテーマは「島の観光」。閑散期に観光客を
呼び込むための提案を，島を訪問し高校生と一緒に
フィールドワークをしながら考えた。
すぐに結果がまとまるものではないが，以前から希
望していた「島の高校生」とのつながりができたこと
は，プロジェクトとしては大きな一歩と言えるのでは
ないだろうか。（図 10）

（7）地産地消コラボメニュー企画「ねり天」

小豆島と茨木の食材を使った，コラボメニュー企
画に 2022年度から取り組んでおり，2024年度は，オ

リーブ入り「ねり天」を商品化した。
実現にあたっては，茨木市で魚肉練り物の製造販売
を手がける「有限会社藤熊食品」と，小豆島のオリー
ブ商品の製造販売業者「小豆島ヘルシーランド株式会
社」に協力をいただき，材料を仕入れている。
また学生メンバーは，企画を考えただけではなく，
藤熊食品の工場を休日にお借りして，現場で指導いた
だきながら，自分たちで，材料の加工を手がけた。
出来上がった生のねり天は，11/23-24に開催された

茨木市農業祭のブースで販売し，揚げたてを来場者に
味わっていただいた。製造数は約 1200個（4個× 300

セット販売想定）であったが，当日はカセットコンロ
故障などのトラブルが発生した影響で，途中からは単
価を引き下げての販売となった。（図 11）

（8）茨木市農業祭

茨木市役所の向かいにある中央公園グラウンドで，
土日二日間にわたって開催されたイベント「茨木市農
業祭（2024/11/23-11/24）」へのプロジェクト参加は 3

年目となった。本イベントは，茨木市主催の「都市と
農村の交流イベント」と位置付けられており，姉妹都
市の茨木市と小豆島町から多くの出店・出展があり市
内各所からの来場者も多い。
その中で，プロジェクトは「①ブース出展（パネル
展示，クイズ企画）」「②小豆島町出店ブース企業の手
伝い」「③飲食の提供（ねり天販売）」を行った。
①で「プロジェクト新聞」と呼ぶメンバーが作成し
た壁新聞的レポートをパネル化して展示するのは前年
度と同様で，新しく制作された号が追加された。ま
た，来場者に向けて姉妹都市に関連するクイズの出題
なども実施した。②では漁協，醤油会社，素麺組合な
ど，島から来阪している企業ブースの販売活動の手伝
いを行った。（4）で述べたまめまめびーるによるコラ

図 10　小豆島中央高校の高校生たちと島巡り

（撮影：小豆島プロジェクト）

図 11　ねり天販売の様子

（撮影：小豆島プロジェクト）

図 09　小豆島・茨木 EXPO2024の様子

（撮影：小豆島プロジェクト）
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ボビールの販売も前年同様に行われた。③では（7）
に記載した通り，地産地消メニューとして，オリーブ
入り「ねり天」を調理販売した。（図 12，図 13，図
14）

（9）島民とのオンラインスポーツ大会

島の高齢者施設との共催で「オンライン（Zoom，
Instagram Live配信）で，茨木市の高校と島を繋いで
行う運動会」を実施した。前年度までは茨木側の参加
者は大学生（プロジェクトメンバー）であったが，今
回は，茨木西高等学校の協力を得て，高校生を島とつ
なぎ，より交流を外へ広げる企画へとステップアップ
した。
最初は地元の茨木高校にアプローチして高校生と
ワークショップを行い，プロジェクトを高校生世代に
知ってもらうことから始めた。その後，茨木高校の紹
介で茨木西高校へとつないでいただき，オンラインス
ポーツ大会の高校生参加が実現した。
これまで同様に，高校生らは高齢者体験キット（重
りのついたサポーターなど）を装着して，高齢者とハ
ンデのない形とし，キット一式は茨木市社会福祉協議
会にお借りした。
前回の実施時に，今後はもっと多様なパターンでの
対決・交流の機会を創出したい，との意気込みであっ
たが，それが実現したといえる。（図 15，図 16）

図 15　オンラインスポーツ大会の様子

（撮影：小豆島プロジェクト）

図 12　農業祭の様子

（撮影：小豆島プロジェクト）

図 13　農業祭の様子

（撮影：小豆島プロジェクト）

図 14　農業祭の様子

（撮影：小豆島プロジェクト）
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（10）茨木市への表敬訪問

　学生から自発的に茨木市への挨拶・広報活動を行っ
たものとして，茨木市長表敬訪問（2024/12/26）があ
る。訪問の主な目的は，前月の 11月に参加した農業
祭に係る報告と，今年のビール「しそとこ Saison」の
PR活動であった。今後の販路やイベント機会につい
て，市長からはいろいろとご提案をいただいたと，学
生メンバーからは報告を受けている。（図 17）

（11）コラボビールのイベント販売

　毎年醸造するコラボビールである「しそとことんシ
リーズ」は，その年ごとの味・種類になっており，製
造本数は年間 300-500本程度である。大量生産品では
ないため，販売場所や方法についても制限があり，工
夫が必要となる。
　醸造元のまめまめびーる（小豆島町）とかどや酒店
（茨木市）での販売に加えて，以下のようなイベント

販売の機会を得た。在庫本数をさばくため，2025年
度も引き続き販路の検討を行う。

●茨木市農業祭（2024/11/23-24）

2024年 9月に仕込みを行ったコラボビール「しそ
とこ Saison」の発売日解禁を本イベントに合わせ，
ブースでの販売を行った。前年同様に，醸造元のまめ
まめびーる（小豆島町）が来阪，販売に対応いただい
た。イベントルールとしてアルコールは飲食不可で
あったことから，栓をしたままの販売となった。寒さ
がやや強めの気候であったことも影響したのか，販売
本数は前年度の半分ほどの約 100本とのことだった。

●三島コミセン祭り（2025/2/16）

本学周辺の自治組織である茨木市自治会連合三島地
区からの依頼で，三島コミュニティセンターで開催さ
れたコミセン祭りでの販売を行った。学生メンバーら
もイベントに出向き，お手伝いや活動 PRなどを実施
した。

2-3．広報活動ツール

2024年度に新たに発行したプロジェクト新聞につ
いては，以下である。
・ 2024小学生来訪企画編（茨木フレンドリーキャン
プの報告）

※ プロジェクト新聞：活動を紹介する A4サイズ 2-4ページ
程度の壁新聞風レポート。企画ごとに担当学生が製作にあ
たり，各種イベントでの配布・展示，外部の方への説明資
料として使用している

また，これまで制作した広報活動ツール 7種（①名
刺，②チラシ，③ SNS，④プロジェクト新聞，⑤活
動着［長袖・半袖］，⑥テーブルクロス，⑦のぼり旗）
も，引き続き各イベントや島訪問時に活用している。
（図 18）

図 16　オンラインスポーツ大会の様子

（撮影：小豆島プロジェクト）

図 18　プロジェクト新聞 最新号

図 17　市長表敬訪問での様子

（撮影：小豆島プロジェクト）
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2-4．メンバー募集

7期生の募集にあたっては，前年同様に，学生メン
バーらが地域創造学部 1年生の授業でプロジェクト説
明プレゼンを行い（2024/4/26），それをプロジェクト
の SNSで発信した。成熟研の方では，大学のアプリ
を通じて 1年生を対象に，募集案内を一斉配信する形
でサポートした。
全学部を対象であることも PRし，結果として，地

域創造学部以外にも経営学部，心理学部からメンバー
が参加した。
募集段階では 20名程度の問合せがあり，その後，
現役メンバー（4・5・6期生）との面接を経て，最終
的に加入する 7期生が選抜された。
成熟研（教職員）はこの面接に意見することは一切
しておらず，誰を選ぶか，どう選ぶか，何人選ぶか，
という判断は全て活動中の現役メンバーに委ねてい
る。
面接は，例年開催される「しそちぎりワークショッ
プ（2-2.（1）参照）」の会場の片隅で，順次行われ
た。

 

●参加意向のあったメンバーからコメント（動機）

以下，最終的にメンバーとして加入した 6名の 1年
生からの「参加動機」を抜粋して紹介したい。
動機として複数の学生のコメントに含まれていた
キーワードは【学生主体での活動】【地域活性化に貢
献】【多様な人との出会い】といったもので，これら
の経験を通して自分自身が成長したいと望んでいるこ
とも読み取れた。
また，正課活動外でのこういったプロジェクトの存
在は，地域や社会に関心を持つ高校生（受験生）に
とって，志望動機にもなりうるのではないだろうか。

▽ 学生が主体となって地域と連携し，密着した活動を
行っていることが分かり，自分もその一員になって
活動したいと考えた
▽ 実践的で様々な経験を主体的に行うことができる環
境であると考えた
▽ 自分も地域に密着した活動をして，地域活性化に貢
献したいと思い至った
▽ （姉妹都市コラボランチについて）地産地消を意識
した取り組みであり，可能な限り自分たちでおこな
う姿勢に心を惹かれた
▽ プロジェクトを通して，自分から行動を起こせるよ

うな人間になりたいと考えている
▽ 人と関わる機会が多いため，さまざまな人と出会
い，たくさんの経験を積んでいきたい
▽ 小豆島についてもっと知りたいと思った（高校時代
から小豆島興味があり，自分で調べていた）
▽ 地域の発展のために，自分もボランティアの 1人と
して携わりたいと思った
▽ 大学進学を機に地元を離れて地域との関わりが減っ
たため，プロジェクトを通じて，小豆島や茨木市と
いう地域と関わりを持ち，地域の活性化に貢献した
い
▽ しそビール造りに興味を持ち，ビールの仕込みから
販売までの流れを聞いて，楽しそうと思った
▽ 学生だからこそできることだと思い，バイトや授業
とはまた違うことを得ることができると思った
▽ 他学部の人や上級生の方，企業の方，地域の方など
多くの人と関わることができるのではないのかと
思った

2-5．新メンバー対象勉強会の実施

以前も紹介したことがあるのだが，7月頃に新規加
入したメンバーに対しては，夏の時期にかけて上級生
によるオンライン勉強会が開催されている。
過去のメンバーが作成した年度末報告書を読み込ん
でプロジェクトの経緯や目的などを理解し，まとめた
パワーポイントを作成して先輩メンバーや OBに対し
て成果発表を行うものである。
学生が運営するゼミのようなこの勉強会は，まだ大
学生になったばかりの 1年生メンバーにとっては，か
なりハードな研修と言える。しかし，学生らの事後感
想を見ると，メンバーと協力して発表会を終えた時に
は皆，大きな達成感を得ており，今後のプロジェクト
への意欲につながっているように思えた。

 

●勉強会を終えての感想（目標）

以下，発表会までを終えた参加メンバー（1年生）
の感想コメントを抜粋して紹介する。
勉強会の最中には不安を感じている学生も多いが，
資料を読み込み，発表準備に取り組む中で，プロジェ
クトの目標や先輩メンバーの思いに理解を深めていく
様子が見てとれた。

▽ まとめ方から進め方までありとあらゆることが分か
らず，強く不安を感じていたが，終わった後には達
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成感を感じることができた
▽ 報告書を読み込む機会か増えれば増えるほど，過去
に先輩方が行ってきた活動に対する理解が深まった
▽ 発表会のときには，とても緊張したが，終わったと
きはすごく達成感を感じ，良い経験になったと思っ
た
▽ 先輩が語りついできたものを，私も語りついでいけ
るよう，今後の活動を頑張っていきたいとより強く
思った
▽ スライドが完成するのか不安だったり，同期の人と
コミュニケーションをあまり取れてなくて心配して
いる時もあったが，発表が上手くいって良かった
▽ 企画のイメージがうまいことできずに苦戦したが，
先輩のアドバイスを受けてスライドを作り直す過程
で，報告書などの過去の記録を何度も何度も読み返
していくうちに，徐々に理解が深まっていった
▽ 自分が各イベントに参加する際は，勉強会で学んだ
目的や背景を踏まえて，行動に移したいと思った
▽ 緊張したが，先輩方や OBの方に評価していただけ
る発表ができてよかった
▽ 勉強会，発表会を通して，先輩方が行ってきたこれ
までの活動の目的や歴史を知ることができた
▽ 先輩方の築いてきたものを大切に，これからの活動
を頑張ろうと思えた

Ⅲ．プロジェクトへの期待

過去のレポートに何度も記載しているように，「成
熟研は学生の自主性・主体性を重んじるスタンスを貫
いて」おり，学生の意向を尊重しながら，取り組み実
現のために助言・サポートを行っている。
先の 2-5.で述べたような自主的な勉強会のスタイ
ルも確立されつつあり，学生が学生を成長させる機会
がプロジェクトの中に生まれている。
また，茨木と小豆島の高校生といった，新しい連携
先とのつながりを自分たちで切り拓いていく力も確実
に身につけており，これからどのような企画を考えて
いくのか，あるいは今の企画をどうバージョンアップ
していくのかが，楽しみである。
そして，2-4.で記載した参加動機にある「経験」に

よる「成長」の階段を，新メンバーの 1年生も着実に
上りつつあると，感じる。
なお，メンバー募集時に学生が作成した広報テキス
トから引用すると【プロジェクトで得られるもの】と
して，

・活動を行っていく中での仲間の大切さや責任感
・地域づくりや交流の難しさ，大変さ，楽しさ
・ 自分が今まで見つけることのできなかった得意な部
分，武器
の 3点をあげており，これらは過去のメンバーたち
が，実際に「得られた」と考えるものなのだろう。

3月には，別の課外活動プロジェクトの学生らと意
見交換する機会を予定しており，両活動プロジェクト
の学生らが，それぞれ視点を広げ，新しいステップに
進む機会となればと期待している。
最後に，小豆島プロジェクトの活動を支援・応援い
ただいている小豆島と茨木市の連携先，協力者の皆様
に，この場を借りて御礼を申し上げたい。引き続き学
生たちを応援いただければ幸いである。
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成熟社会研究所 活動報告 ○：イベント・講座・講演　◆：学生研究員による活動　●：打合せ　□：その他

2024 4.26 ◆小豆島プロジェクト プロジェクト紹介プレゼン（地域づくりと環境：地域創造学部・今堀洋子准教授）　
於：総持寺キャンパス

5.20 ●成熟社会研究所 所員会議（新年度の取り組みについて）
6.20 ◆○小豆島プロジェクト　しそちぎりワークショップ，新メンバー面接　於：総持寺キャンパス
6.25 ◆小豆島プロジェクト　学生全体ミーティング
7.1 ◆小豆島プロジェクト　第 7期生の加入

7-8月 ◆小豆島プロジェクト　オンライン勉強会の開催（7期生向け /全 6回）

8.6 ◆○小豆島プロジェクト　いばらきフレンドリーキャンプ（クイズ＆ゲーム体験による小学生向け大学
　紹介プログラムの企画運営 /主催：茨木市教育委員会 社会教育振興課）　於：総持寺キャンパス

8.9 ◆○小豆島プロジェクト　サンシャイン会創立記念夏祭り参加　於：小豆島社会福祉法人サンシャイン会

9.5-6 ◆○小豆島プロジェクト　小豆島訪問調査・フィールドワーク（仕込み体験）
　於：小豆島・まめまめびーる

9.28-29 ◆○小豆島プロジェクト　小豆島・茨木 EXPO2024参加（主催：日本の【食】まつり実行委員会）
10-11月 ◆○白い羽根プロジェクト　取組継続に関するアンケートの実施

10.6 ◆小豆島プロジェクト　7期生企画成果発表会（オンライン）

10.25 ○シェアラボ共催企画×非営利組織論 ［地域創造学部・今堀洋子准教授］
　（講師 モバイル建築家 服部立氏）　於：総持寺キャンパス

10.29 ○シェアラボ共催企画×経営組織論 B ［経営学部・神吉直人教授］
　（講師 一般社団法人 NO YOUTH NO JAPAN 共同代表 足立あゆみ氏）　於：安威キャンパス

11.16 ◆○小豆島プロジェクト　小豆島中央高校「しまのみらいプロジェクト」参加　於：小豆島
11.20 ◆○小豆島プロジェクト　地産地消コラボメニュー企画「ねり天」製造　於：藤熊食品
11.23 ◆小豆島プロジェクト　新商品「しそとこ Saison」発売（赤しそクラフトビール）

11.23-24
◆○小豆島プロジェクト　茨木市農業祭 パネル展示・ブース手伝い・コラボメニュー「ねり天」の販売
　（於：茨木市中央公園グラウンド /協力：茨木市文化振興課・北部整備推進課，小豆島町商工観光課，
　小豆島手延素麺共同組合　等）　［農業振興×市民活動推進枠］

12.13 ◆○小豆島プロジェクト　オンラインスポーツ大会（共催：小豆島社会福祉法人サンシャイン会）

12.26 ◆小豆島プロジェクト　茨木市長表敬訪問　於：茨木市庁舎

2025 2.4 ◆小豆島プロジェクト　学生全体ミーティング
2.16 ◆○小豆島プロジェクト　しそとこ Saisonのイベント販売　於：三島コミセン祭り（茨木市三島地区）

2.9, 13,
3.7 ◆小豆島プロジェクト　メール講習会の開催（7期生向け）

3.27 ◆○小豆島プロジェクト　「追大パーク」メンバーとの意見交換会　於：総持寺キャンパス

3.31 □成熟社会研究所 紀要第 9号の発行

成熟社会研究所の事業
研究所として 2024年度に取り組んだ主な事業（プロジェクト）は，以下の 3つである。

その他
白い羽根プロジェクト
 （社会課題解決）

・ 学生チームが「生理の貧困」とい
う社会課題の解決を目指し，大学
のトイレへの生理用品設置に取り
組んでいる

参加型研究会の開催
シェアラボ・授業共催企画
冒険者たちシリーズの開催
 （学生向け講演会）

・ シェアラボの理念を継承する授業と
の共催企画を 2回実施
　▼  10/25_非営利組織論において，モ

バイル建築家・服部立氏）の講演・
対談

　▼  10/29_経営組織論Bにおいて，一
般社団法人NO YOUTH NO JAPAN
共同代表・足立あゆみ氏の講演・
対談

地域連携・交流事業
小豆島プロジェクト
 （産学官連携活動）

・しそちぎりワークショップ
・ 「いばらきフレンドリーキャンプ」
大学訪問プログラム企画
・サンシャイン会創立記念夏祭り
・ 赤しそクラフトビール「しそとこ

Saison」企画・仕込・販売
・小豆島・茨木 EXPO2024
・ 小豆島中央高校「しまのみらいプ
ロジェクト」
・地産地消「ねり天」販売
・茨木市農業祭への出展参加
・オンラインスポーツ大会
・三島コミセン祭り参加
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小豆島プロジェクト
（新商品「しそとこ Saison」）
2024.11.23発売

小豆島プロジェクト
（小豆島中央高校しまのみらい PJ）
2024.11.16

小豆島プロジェクト
（サンシャイン会創立記念夏祭り）
2024.8.9

小豆島プロジェクト
（小豆島・茨木 EXPO2024前夜祭）
2024.9.28

シェアラボ共催企画×
経営組織論 B
2024.10.29

シェアラボ共催企画×
非営利組織論
2024.10.25

シェアラボ共催企画×
非営利組織論
2024.10.25　チラシ

シェアラボ共催企画×
経営組織論 B
2024.10.29　チラシ

白い羽根プロジェクト
アンケートのお願い
2024.10-11月　チラシ

シェアラボ共催企画×
非営利組織論
2024.10.25

シェアラボ共催企画×
経営組織論 B
2024.10.29

小豆島プロジェクト
（コラボビール仕込み体験）
2024.9.5-6

小豆島プロジェクト
（茨木市農業祭参加）
2024.11.23-24
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